
劇
と
し
て
の
『
精
神
現
象
学
』

ー
ヘ
ー
ゲ
ル
の
見
た
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
－

門
　
脇

健

　
　
一
目
　
次
i

　
は
じ
め
に

一
　
霊
の
出
現

二
　
た
め
ら
い
、
或
い
は
疑
い

　
一
　
ド
イ
ツ
に
於
け
る
シ
エ
イ
ク
ス
ピ
ア

　
2
　
ヘ
ー
ゲ
ル
自
身
の
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
体
験

　
3
　
ゲ
ー
テ
と
へ
ー
ゲ
ル
ー
ハ
ム
レ
ッ
ト
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
一

　
4
　
悲
劇
的
知

　
5
　
劇
的
真
実

三
　
ヘ
ー
ゲ
ル
の
知

　
1
　
学
の
出
現

　
2
　
疑
う
意
識
と
そ
の
経
験

　
3
　
劇
と
し
て
の
『
精
神
現
象
学
』

結
び
に
か
え
て

2199

劇
と
し
て
の
『
精
神
現
象
学
』

五
九
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六
〇

　
　
　
　
　
　
は
じ
め
に

　
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
の
熱
心
な
読
者
で
あ
り
、
観
客
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
、
こ
の
事
実
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
意
義
に

つ
い
て
考
え
て
行
き
た
い
。

　
た
父
、
本
論
に
入
る
前
に
、
次
の
点
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。
へ
：
ゲ
ル
の
目
に
映
っ
た
ハ
ム
レ
ッ
ト
は
、
い
わ
ゆ
る
“
悩
め
る
ハ
ム

レ
ッ
ト
”
で
は
な
か
っ
た
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
今
世
紀
に
限
っ
て
言
え
ば
、
二
人
の
研
究
老
が
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
ハ
ム
レ
ッ
ト
観
に
つ
い

　
　
　
　
（
1
）

て
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
こ
で
は
ま
ず
“
悩
め
る
ハ
ム
レ
ッ
ト
”
が
立
て
ら
れ
て
、
そ
れ
に
ヘ
ー
ゲ
ル
の
思
想
が
一
致
す
る
か
否
か

が
、
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
　
“
悩
め
る
ハ
ム
レ
ッ
ト
”
と
い
う
前
提
が
あ
る
限
り
、
ヘ
ー
ゲ
ル
自
身
が
ど
の
よ
う
な
眼
差
し
で
ハ
ム
レ
ヅ
ト

を
見
て
い
た
か
は
、
明
ら
か
に
な
ら
な
い
。
ま
ず
、
そ
の
よ
う
な
前
提
が
疑
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
ハ
ム
レ
ッ
ト
を
見
る
へ
…

ゲ
ル
自
身
の
眼
差
し
を
克
明
に
追
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
ヘ
ー
ゲ
ル
そ
の
人
の
思
惟
の
動
き
を
把
え
ね
ぽ
な
ら
な
い
。
結
論
を
先
取
り
し
て

言
え
ば
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
目
に
映
っ
た
の
は
、
“
行
動
す
る
た
め
に
疑
う
ハ
ム
レ
ッ
ト
”
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
ハ
ム
レ
ッ
ト
を
見
る
ヘ

ー
ゲ
ル
の
眼
差
し
の
下
に
、
『
精
神
現
象
学
』
を
読
み
直
し
、
そ
こ
に
現
わ
れ
る
『
ハ
ム
レ
ヅ
ト
』
的
構
造
を
明
ら
か
に
し
て
行
き
た
い
。

霊
の
出
現

　
『
精
神
現
象
学
』
W
・
「
宗
教
」
の
B
・
「
芸
術
宗
教
」
に
於
い
て
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
ギ
リ
シ
ャ
の
叙
事
詩
・
悲
劇
・
喜
劇
を
考
察
す
る
。

こ
れ
ら
の
う
ち
、
ギ
リ
シ
ャ
悲
劇
の
考
察
は
、
ア
ン
テ
ィ
ゴ
ネ
や
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
そ
し
て
オ
レ
ス
テ
ス
ら
の
主
人
公
た
ち
が
破
滅
し
て
行

く
過
程
を
明
ら
か
に
し
て
行
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
時
、
へ
！
ゲ
ル
は
、
突
然
、
マ
ク
ベ
ス
に
言
及
し
、
さ
ら
に
、
ハ
ム
レ
ッ

ト
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
O
D
　
だ
か
ら
、
魔
女
を
信
じ
た
後
者
（
マ
ク
ベ
ス
）
よ
り
も
純
粋
で
あ
り
、
巫
女
や
美
し
き
神
（
ア
ポ
ロ
ン
）
を
信
頼
し
た
前
者
（
オ



　
　
　
　
レ
ス
テ
ス
）
よ
り
も
思
慮
深
く
根
本
的
で
あ
る
意
識
（
ハ
ム
レ
ヅ
ト
）
は
、
父
の
霊
か
ら
、
そ
の
父
を
殺
し
た
犯
罪
に
つ
い
て
明
ら

　
　
　
　
か
に
さ
れ
た
（
O
蹴
①
昌
ぴ
餌
門
①
旨
）
時
、
復
讐
を
た
め
ら
う
。
そ
し
て
、
更
に
励
の
証
明
を
企
て
る
。
1
こ
の
明
ら
か
に
す
る
霊
は
、
悪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
　
　
　
魔
か
も
知
れ
ぬ
、
と
い
う
理
由
か
ら
で
あ
る
。
（
α
置
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
（
）
内
は
引
用
者
に
よ
る
補
足
。
以
下
同
じ
。
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
こ
の
文
を
読
む
時
、
「
ハ
ム
レ
ヅ
ト
こ
そ
、
オ
レ
の
理
想
だ
」
と
さ
さ
や
き
な
が
ら
出
現
す
る
ヘ
ー
ゲ
ル
の
霊
の
姿
が
、
私
に
は
、
見

　
　
え
る
。

　
　
　
一
八
〇
六
年
、
秋
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
軍
の
イ
エ
ナ
進
撃
を
目
前
に
し
、
ま
た
、
出
版
社
か
ら
の
厳
し
い
原
稿
の
催
促
に
ぜ
き
た
て
ら
れ
な

　
　
が
ら
、
三
十
七
歳
の
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
『
精
神
現
象
学
』
の
後
半
を
執
筆
し
て
い
た
。
恐
ら
く
、
読
み
返
す
暇
も
無
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
ま
た
、
と
に
か
く
最
後
ま
で
仕
上
げ
ね
ぽ
、
と
い
う
焦
り
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
第
七
章
「
宗
教
」
そ
し
て
最
終
章
「
絶
対
知
」

　
　
の
叙
述
に
は
、
筆
の
乱
れ
が
著
し
い
。
そ
ん
な
慌
し
さ
の
中
で
、
ギ
リ
シ
ャ
悲
劇
の
主
人
公
た
ち
の
破
滅
へ
の
過
程
を
描
き
つ
＼
、
思
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
ず
、
そ
れ
ら
よ
り
も
高
次
の
意
識
と
し
て
の
ハ
ム
レ
ッ
ト
を
論
じ
て
し
ま
っ
た
。
筆
が
滑
っ
た
、
と
い
う
勢
い
が
無
い
で
も
無
い
。
し
か

　
　
し
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
オ
レ
ス
テ
ス
。
マ
ク
ベ
ス
・
ハ
ム
レ
ッ
ト
と
い
う
三
者
の
整
然
と
し
た
比
較
は
、
単
な
る
筆
の
勢
い
以
上
の
も
の

　
　
が
、
へ
！
ゲ
ル
の
胸
中
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
　
　
ヘ
ー
ゲ
ル
の
思
想
形
成
に
、
ギ
リ
シ
ャ
悲
劇
が
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
た
こ
と
は
、
多
く
の
研
究
者
が
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
そ
し
て
、
そ
の
事
実
は
動
か
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
故
に
こ
そ
、
引
用
文
ω
は
、
大
き
な
意
味
を
持
つ
。
そ
こ
に
於
い
て
は
、
ギ
リ
シ
ャ

　
　
悲
劇
の
主
人
公
オ
レ
ス
テ
ス
よ
り
も
、
ハ
ム
レ
ッ
ト
の
方
が
高
次
の
意
識
で
あ
る
こ
と
が
、
ヘ
ー
ゲ
ル
自
身
に
よ
っ
て
、
は
っ
き
り
示
さ

　
　
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
自
分
の
心
眼
に
映
っ
た
ハ
ム
レ
ッ
ト
が
全
く
無
視
さ
れ
て
い
る
の
を
歎
い
て
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
霊
が
墓
か
ら
蘇
っ
た
と
て
、
何
の
不
思
議

01

@
が
あ
ろ
う
か
。
私
は
、
読
者
諸
兄
が
、
私
と
共
に
、
こ
の
ヘ
ー
ゲ
ル
の
霊
を
見
た
、
と
信
ず
る
。

22　
　
　
　
　
　
劇
と
し
て
の
『
精
神
現
象
学
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一
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叛
H
学
研
究
　
　
第
一
血
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六
二

　
し
か
し
、
そ
れ
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
思
想
の
核
心
は
ハ
ム
レ
ッ
ト
に
あ
り
、
と
へ
…
ゲ
ル
の
霊
の
さ
さ
や
き
を
盲
目
的
に

信
じ
、
そ
れ
を
基
点
と
し
て
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
思
想
の
分
析
に
踏
み
出
す
こ
と
は
、
で
き
な
い
。
何
故
な
ら
、
こ
の
霊
は
悪
魔
か
も
知
れ
ぬ

か
ら
だ
。
私
達
は
、
こ
の
霊
の
存
在
そ
の
も
の
に
無
関
心
を
装
い
、
ハ
ム
レ
ッ
ト
同
様
、
た
め
ら
お
う
。
そ
し
て
、
私
達
自
身
の
目
で
確

信
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
　
た
め
ら
い
、
或
い
は
疑
い

　
先
に
見
た
引
用
文
ω
に
於
い
て
、
「
霊
」
と
訳
し
た
の
は
、
o
①
一
ω
け
と
い
う
ド
イ
ツ
語
で
あ
る
。
こ
の
。
・
聾
は
、
現
在
出
版
さ
れ
て

い
る
邦
訳
で
は
、
「
亡
霊
」
（
金
子
武
蔵
）
「
霊
」
（
樫
山
欽
四
郎
）
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
訳
語
は
、
文
脈
に
即
し
て
見
る
限
り
、
適

切
で
あ
り
問
題
は
無
い
。
し
か
し
、
問
題
と
な
る
の
は
、
O
。
聾
に
は
「
精
神
」
と
い
う
訳
語
が
一
般
的
で
あ
る
、
と
い
う
事
で
あ
る
。

し
か
も
、
『
精
神
現
象
学
』
禦
ぎ
。
受
章
。
ぴ
窪
Q
δ
侮
①
ω
O
Φ
一
ω
8
ω
と
い
う
題
名
を
持
つ
作
贔
に
頻
出
す
る
○
・
宮
は
「
精
神
」
と
訳
さ
れ
、

ω
に
於
い
て
の
み
「
亡
霊
・
霊
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
現
在
の
私
達
の
語
感
で
は
、
「
亡
霊
・
霊
」
と
「
精
神
」
と
い
う
二
つ

の
こ
と
ば
の
間
に
は
、
意
味
の
隔
り
が
あ
る
。
ま
た
、
そ
う
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
O
。
算
と
い
う
一
つ
の
ド
イ
ツ
語
が
、
訳
し
分
け
ら
れ

た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
か
ら
、
ヘ
ー
ゲ
ル
自
身
が
O
Φ
聾
と
い
う
こ
と
ば
を
「
亡
霊
・
霊
」
と
「
精
神
」
と
い
う
二
つ
の

意
昧
に
使
い
分
け
て
い
た
、
と
は
断
定
で
き
な
い
。

　
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
『
精
神
現
象
学
』
の
序
文
に
於
い
て
、
こ
の
O
。
聾
と
い
う
こ
と
ぽ
に
関
し
「
そ
れ
は
崇
高
な
概
念
で
あ
り
、
器
器
δ

N
・
諄
と
そ
の
宗
教
に
属
す
る
」
（
も
δ
駆
）
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
津
器
器
N
①
搾
と
は
、
金
子
氏
の
註
に
よ
れ
ば
隅
「
ク
リ
ス
ト
教
的
ゲ
ル
マ
ン

時
代
」
を
指
し
て
い
る
。
ま
た
、
ホ
フ
マ
イ
ス
タ
ー
の
≦
α
婦
8
皆
億
島
儀
雪
霧
ま
。
・
。
喝
注
の
象
窪
b
d
①
α
q
誌
穿
に
よ
る
と
、
O
。
算
と
い
う
こ
と

ば
は
、
ゲ
ル
マ
ン
的
ク
リ
ス
ト
教
の
初
期
に
は
亡
霊
（
O
Φ
超
。
霧
け
）
と
い
う
意
味
を
も
担
っ
て
い
た
と
言
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
見
れ
ば
、

「
亡
霊
・
霊
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
の
・
翼
と
、
「
精
神
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
○
①
算
と
は
、
同
じ
広
が
り
の
う
ち
に
あ
る
こ
と
ば
と
見
倣
す



　
　
こ
と
が
で
き
る
。
少
く
と
も
、
全
く
別
の
意
味
で
O
①
蔦
と
い
う
こ
と
ば
を
ヘ
ー
ゲ
ル
が
使
い
分
け
て
い
た
と
は
言
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
従
っ
て
、
私
達
は
、
「
亡
霊
・
霊
」
か
「
精
神
」
か
の
ど
ち
ら
か
に
訳
語
を
決
定
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
て
、
○
Φ
裟
を
ガ
イ
ス
ト
と
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
　
記
す
る
こ
と
に
満
足
し
て
お
こ
う
。

　
　
〔
二
一
1
〕
　
ド
イ
ツ
に
於
け
る
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア

　
　
　
ま
ず
、
十
八
世
紀
後
半
か
ら
十
九
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
ド
イ
ツ
語
圏
に
於
け
る
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
位
置
に
つ
い
て
見
て
行
こ
う
。

　
　
0
け
の
文
の
書
き
様
ー
ハ
ム
レ
ッ
ト
と
か
マ
ク
ベ
ス
の
名
を
直
接
挙
げ
ず
に
書
く
と
い
う
一
を
、
理
解
す
る
た
め
に
で
あ
る
。

　
　
　
　
ゴ
ッ
ト
シ
ェ
ト
（
一
七
〇
〇
～
六
六
）
は
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
を
そ
の
無
規
則
性
故
に
退
け
た
。
し
か
し
、
一
七
五
〇
年
代
以
降
の
シ

　
　
　
　
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
発
見
が
シ
ュ
ト
ル
ム
・
ウ
ン
ト
・
ド
ラ
ン
ク
の
人
々
に
新
ら
た
な
地
平
を
切
り
拓
き
、
フ
ラ
ン
ス
風
古
典
主
義
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
　
　
　
ら
の
解
放
を
可
能
に
し
た
。

　
　
　
こ
の
「
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
発
見
」
、
つ
ま
り
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
肯
定
的
評
価
は
、
レ
ッ
シ
ン
グ
（
｝
七
二
九
～
八
一
）
に
始
ま
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
　
彼
は
、
若
き
ヘ
ー
ゲ
ル
に
、
そ
し
て
、
『
精
神
現
象
学
』
を
書
く
三
十
七
歳
の
ヘ
ー
ゲ
ル
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
人
で
あ
る
。
彼
は
、

　
　
一
七
六
七
年
、
頃
餌
ヨ
σ
舞
σ
Q
一
。
。
。
冨
。
冨
ヨ
鉾
霞
σ
q
δ
誌
上
の
「
主
上
の
ガ
イ
ス
ト
た
ち
」
と
編
者
に
よ
っ
て
名
付
け
ら
れ
た
批
評
文
で
、
『
ハ

　
　
ム
レ
ッ
ト
』
を
中
心
に
論
じ
つ
x
、
「
ガ
イ
ス
ト
の
出
現
（
田
。
。
。
雪
ぎ
巨
σ
q
①
冒
。
。
。
○
虫
ω
け
Φ
の
）
」
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
　
　
　
ヴ
ォ
ル
テ
：
ル
は
、
死
者
が
出
現
す
る
こ
と
を
奇
蹟
と
見
倣
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
は
、
そ
れ
を
全
く
自
然
な
出
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
　
　
　
事
と
見
敬
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
啓
蒙
主
義
老
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
は
、
ガ
イ
ス
ト
の
出
現
を
奇
蹟
と
し
て
上
っ
た
。
し
か
し
、
同
じ
く
啓
蒙
主
義
者
レ
ッ
シ
ン
グ
は
、
啓
蒙

　
　
主
義
者
で
あ
る
が
故
に
、
ガ
イ
ス
ト
の
巌
現
を
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
と
共
に
、
「
全
く
自
然
な
出
来
事
」
と
し
て
、
ま
っ
す
ぐ
に
こ
れ
と

　
　
向
き
合
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
と
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
中
に
出
現
す
る
ガ
イ
ス
ト
と
は
、
ド
イ
ツ
語
圏

03

@
で
、
新
ら
た
な
命
を
得
た
の
で
あ
る
。

22　
　
　
　
　
　
劇
と
し
て
の
『
精
神
現
象
学
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三
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折
目
学
研
究
　
輪
弟
五
百
五
十
四
門
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
四

　
一
七
七
一
年
、
二
十
二
歳
の
ゲ
ー
テ
は
、
『
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
β
に
』
と
い
う
演
説
を
す
る
。
そ
こ
で
、
彼
は
次
の
よ
う
に
情
熱
的

に
語
る
。

　
　
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
よ
、
わ
が
友
よ
、
も
し
君
が
今
な
お
わ
れ
わ
れ
の
問
に
生
き
て
あ
る
な
ら
ば
、
私
は
君
以
外
の
ひ
と
と
生
き
よ
う

　
　
と
は
思
わ
ぬ
。
も
し
君
が
オ
レ
ス
テ
ス
な
ら
ば
、
私
は
、
デ
ル
ポ
イ
の
神
殿
の
位
高
き
祭
司
長
よ
り
は
ピ
ュ
ラ
デ
ス
（
オ
レ
ス
テ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
　
の
親
友
）
の
よ
う
な
脇
役
を
演
じ
た
い
。

　
そ
し
て
、
一
七
七
三
年
、
こ
の
ゲ
ー
テ
の
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
熱
に
火
を
つ
け
た
ヘ
ル
ダ
ー
が
、
『
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
』
と
い
う
論
文
を

発
表
す
る
。
小
栗
浩
氏
に
よ
れ
ぽ
、
「
ヘ
ル
ダ
ー
の
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
論
は
、
　
レ
ッ
シ
ン
グ
が
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
詩
論
に
即
応
し
た
も

の
と
し
て
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
を
捉
ら
え
た
の
に
た
い
し
て
、
『
歴
史
性
と
風
土
性
の
相
即
』
の
原
理
か
ら
、
全
体
の
摂
理
が
自
然
の
創
造

作
用
と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
と
い
う
特
殊
の
地
帯
の
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
と
い
う
特
殊
の
個
性
に
お
い
て
み
ご
と
に
発
現
し
た
と
い
う
理
解
の

上
に
立
ち
、
ド
イ
ツ
精
神
も
こ
の
よ
う
に
し
て
自
己
の
芸
術
を
創
造
す
べ
き
だ
と
い
う
願
い
を
情
熱
的
に
叫
ん
だ
も
の
」
で
あ
り
、
「
疾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

風
怒
濤
運
動
の
宣
言
、
時
代
の
象
微
的
発
言
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　
ま
た
、
そ
の
シ
ュ
ト
ル
ム
・
ウ
ン
ト
・
ド
ラ
ソ
ク
の
象
微
的
劇
作
品
で
あ
る
シ
ラ
ー
の
『
群
盗
』
が
無
署
名
で
発
表
さ
れ
た
時
、
エ
ル

フ
ル
ト
学
芸
新
聞
は
、
「
も
し
我
々
が
ド
イ
ツ
の
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
を
期
待
し
得
る
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
人
こ
そ
そ
れ
で
あ
る
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

“
最
大
級
の
讃
辞
を
量
”
し
て
い
る
。

　
一
方
、
レ
ッ
シ
ン
グ
は
、
シ
ュ
ト
ル
ム
・
ウ
ン
ト
・
ド
ラ
ソ
ク
の
熱
狂
か
ら
は
一
定
の
距
離
を
保
ち
つ
N
、
　
一
七
七
九
年
、
『
賢
者
ナ

ー
タ
ン
』
を
発
表
す
る
。
若
き
ヘ
ー
ゲ
ル
が
熱
心
に
読
み
、
ま
た
『
精
神
現
象
学
』
の
序
文
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
の
戯
曲
は
、
ブ
ラ

　
　
　
　
（
1
0
）

ン
ク
ヴ
ァ
ー
ス
と
い
う
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
が
多
く
用
い
た
詩
形
で
書
か
れ
て
い
る
。

　
一
七
八
○
年
代
に
は
、
ゲ
ー
テ
や
シ
ラ
ー
も
、
こ
の
ブ
ラ
ン
ク
ヴ
ァ
ー
ス
に
よ
る
戯
曲
を
試
み
て
い
る
。
し
か
し
、
九
〇
年
代
に
な
る

と
、
　
シ
ラ
ー
は
カ
ン
ト
研
究
へ
と
向
い
、
ゲ
ー
テ
は
、
　
一
七
九
〇
年
、
も
は
や
ブ
ラ
ン
ク
ヴ
ァ
ー
ス
を
採
用
し
な
い
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
断
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（
1
1
）

片
』
を
発
表
す
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
ゲ
ー
テ
の
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
離
れ
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
一
七
九
五
年
、
ゲ
ー
テ
は
、

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
名
ウ
ィ
リ
ア
ム
の
ド
イ
ツ
語
読
み
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
の
名
を
持
つ
青
年
を
主
人
公
と
す
る
『
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
マ
イ
ス

タ
ー
の
修
業
時
代
』
の
第
六
巻
「
美
し
き
魂
の
告
白
」
ま
で
を
発
表
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
第
四
巻
で
、
ゲ
ー
テ
は
、
私
達
が
後
に
検
討

す
る
ハ
ム
レ
ヅ
ト
論
を
、
シ
ラ
ー
の
カ
ン
ト
研
究
か
ら
生
ま
れ
た
「
美
し
き
魂
」
の
影
響
の
下
で
、
展
開
す
る
の
で
あ
る
。
ゲ
ー
テ
の
シ

ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
へ
の
尊
敬
と
愛
情
は
、
よ
り
冷
静
で
確
固
た
る
も
の
に
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
こ
二
で
は
、
『
ア
テ
ネ
ウ
ム
』
（
他
の
同
人
に
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
、
シ
ュ
ラ
イ
エ
ル
マ
ッ
ハ
ー
な
ど
が
い
た
）
に
寄
せ
ら
れ
た
ブ
リ
！
ド
リ

ヅ
ヒ
・
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
の
こ
の
小
説
に
対
す
る
批
評
文
を
見
て
お
こ
う
。

　
　
　
思
い
上
が
り
や
大
騒
ぎ
を
す
る
こ
と
な
く
、
こ
の
明
る
い
物
語
は
、
努
力
す
る
ガ
イ
ス
ト
の
教
養
（
b
d
ま
§
α
q
）
が
静
か
に
自
分
を

　
　
展
開
し
て
い
く
様
を
、
生
成
す
る
世
界
が
ガ
イ
ス
ト
の
内
か
ら
ひ
そ
や
か
に
立
ち
上
が
る
様
を
、
語
り
始
め
る
。
1
（
中
略
）
1
一

　
　
ハ
ム
レ
ッ
ト
の
決
着
を
ひ
き
の
ば
す
性
格
に
よ
り
（
こ
の
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
と
い
う
）
作
品
は
、
そ
の
本
質
を
ま
さ
に
そ
こ
に
持
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

　
　
こ
の
（
『
マ
イ
ス
タ
i
』
と
い
う
）
小
説
と
、
取
り
違
う
ま
で
に
似
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
F
・
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
は
、
こ
の
『
ハ
ム
レ
ヅ
ト
』
的
な
小
説
に
つ
い
て
、
あ
る
文
章
で
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

　
　
フ
ラ
ン
ス
革
命
、
フ
ィ
ヒ
テ
の
知
識
学
、
そ
し
て
ゲ
ー
テ
の
『
マ
イ
ス
タ
ー
』
は
、
時
代
の
是
も
偉
大
な
傾
向
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
F
・
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
の
兄
、
ア
ウ
グ
ス
ト
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
に
よ
り
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
作
品
の
完
壁
な
ド

イ
ツ
語
訳
（
ブ
ラ
ン
ク
ヴ
ァ
ー
ス
に
よ
る
訳
）
が
、
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
。
（
そ
の
初
期
に
こ
の
翻
訳
を
手
伝
っ
た
の
が
、
後
の
シ
ェ
リ

ン
グ
夫
人
白
刃
リ
ー
ネ
で
あ
る
。
）
　
ド
イ
ツ
語
に
よ
っ
て
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
を
手
に
入
れ
た
ド
イ
ツ
人
た
ち
は
、
二
百
年
忌
昔
の
他
国
の

作
家
を
「
我
々
の
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
ゲ
ー
テ
は
、
一
八
一
五
年
に
ω
訂
訂
ω
冨
胃
¢
今
山
ぎ
詳
国
昌
号
を

発
表
し
、
尽
き
る
こ
と
の
な
い
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
へ
の
尊
敬
を
述
べ
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
様
な
文
学
・
思
想
状
況
で
あ
っ
て
み
れ
ば
ω
の
文
章
に
於
い
て
、
ハ
ム
レ
ッ
ト
と
か
マ
ク
ベ
ス
、
ま
た
同
様
に
、
オ
レ
ス
テ
ス

　
　
　
　
劇
と
し
て
の
『
精
神
現
象
学
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五



　
　
　
　
　
　
哲
営
†
研
究
　
　
婿
昂
五
百
五
十
四
具
冒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六

〇622

@
の
名
を
強
い
て
挙
げ
る
必
要
が
無
か
っ
た
の
は
当
然
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
劇
は
ギ
リ
シ
ャ

　
　
悲
劇
と
同
様
、
当
時
の
読
者
人
の
教
養
の
一
部
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
〔
ニ
ー
2
〕
　
ヘ
ー
ゲ
ル
自
身
の
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
体
験

　
　
　
次
に
、
ω
の
文
中
の
ハ
ム
レ
ッ
ト
と
マ
ク
ベ
ス
、
そ
し
て
、
オ
レ
ス
テ
ス
の
関
係
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
自
身
の
シ
ェ
イ

　
　
ク
ス
ピ
ア
体
験
を
見
て
い
こ
う
。

　
　
　
ま
ず
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
少
年
期
に
於
け
る
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
体
験
を
見
て
お
こ
う
。

　
　
　
ロ
ー
ゼ
ン
ク
ラ
ン
ツ
に
よ
る
と
、
　
ヘ
ー
ゲ
ル
は
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
時
代
の
一
七
七
八
年
（
八
歳
）
、
教
師
レ
フ
ラ
ー
か
ら
、
シ
ェ
イ
ク
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

　
　
ピ
ア
の
全
集
を
贈
ら
れ
、
そ
の
中
で
『
ウ
ィ
ン
ザ
ー
の
陽
気
な
女
房
た
ち
』
を
気
に
入
っ
て
読
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
一
七

　
　
八
五
年
の
五
月
三
日
、
『
三
頭
政
治
に
つ
い
て
、
ア
ン
ト
ニ
ウ
ス
、
オ
ク
タ
ヴ
ィ
ス
、
レ
ビ
ト
ゥ
ス
の
三
人
の
間
に
交
さ
れ
た
談
話
』
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
王
）

　
　
い
う
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
『
ジ
ュ
リ
ア
ス
・
シ
ー
ザ
ー
』
に
影
響
を
受
け
た
作
文
を
朗
読
し
て
い
る
。

　
　
　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
ヘ
ー
ゲ
ル
が
少
年
時
代
か
ら
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
作
品
に
親
し
ん
で
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
学

　
　
生
時
代
の
記
念
帖
に
、
友
人
が
『
お
気
に
召
す
ま
二
』
の
有
名
な
セ
リ
フ
、
「
全
世
界
は
舞
台
、
男
も
女
も
役
老
に
他
な
ら
ぬ
…
…
」
を

　
　
書
き
込
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
も
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
体
験
に
数
え
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

　
　
　
し
か
し
、
私
達
が
ω
と
の
連
関
で
是
も
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
ノ
ー
ル
に
よ
っ
て
『
キ
リ
ス
ト
教
の
運
命
と
そ
の
精
神
』
と
名

　
　
付
け
ら
れ
た
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
時
代
の
手
稿
で
あ
ろ
う
。
（
一
七
九
八
～
九
こ
口
そ
こ
に
は
、
ユ
ダ
ヤ
教
、
ユ
ダ
ヤ
民
族
を
総
括
す
る
に
あ

　
　
た
り
、
次
の
よ
う
な
発
言
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

　
　
　
ω
　
ユ
ダ
ヤ
民
族
の
偉
大
な
悲
劇
は
、
決
し
て
ギ
リ
シ
ャ
悲
劇
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
恐
怖
も
同
情
も
惹
ぎ
起
こ
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
　
　
　
何
故
な
ら
ぽ
、
恐
怖
と
同
情
と
は
、
美
し
い
存
在
の
必
然
的
蹉
跣
と
い
う
運
命
か
ら
の
み
生
ず
る
の
で
あ
る
か
ら
。
そ
れ
に
対
し
て
、

　
　
　
　
ユ
ダ
ヤ
民
族
の
悲
劇
は
、
嫌
悪
し
か
惹
き
起
こ
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
ユ
ダ
ヤ
民
族
の
運
命
は
、
マ
ク
ベ
ス
の
運
命
で
あ
る
。
マ
ク



　
　
　
　
ベ
ス
は
、
自
然
そ
の
も
の
の
外
へ
出
て
、
疎
遠
な
存
在
に
身
を
委
ね
、
そ
れ
を
礼
拝
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
間
の
本
性
の
全
て
の

　
　
　
　
聖
な
る
も
の
を
引
き
裂
き
、
殺
害
し
、
自
分
の
神
々
に
も
、
遂
に
は
見
離
さ
れ
！
と
い
う
の
は
、
神
々
は
客
体
で
あ
り
、
マ
ク
ベ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

　
　
　
　
ス
は
そ
の
奴
隷
で
あ
っ
た
か
ら
！
自
分
の
信
仰
そ
の
も
の
に
於
い
て
、
粉
砕
さ
れ
ね
ぽ
な
ら
な
か
っ
た
人
物
で
あ
る
。

　
　
　
こ
の
引
用
文
鋤
に
於
い
て
は
、
『
マ
ク
ベ
ス
』
と
ギ
リ
シ
ャ
悲
劇
と
が
比
較
さ
れ
、
”
美
”
“
恐
怖
と
同
情
”
と
い
う
点
に
於
い
て
、
ギ

　
　
リ
シ
ャ
悲
劇
に
、
『
マ
ク
ベ
ス
』
よ
り
も
、
は
る
か
に
高
い
評
価
が
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
お
こ
う
。

　
　
　
さ
ら
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
イ
エ
ナ
時
代
（
一
八
〇
三
年
）
の
『
自
然
法
論
文
』
の
中
で
、
オ
レ
ス
テ
ス
の
破
滅
と
和
解
を
モ
デ
ル
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

　
　
て
、
市
民
社
会
を
把
握
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
試
み
は
『
精
神
現
象
学
』
で
は
、
放
棄
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
と
も
あ
れ
、
今
、
私
達
が
確
認
す
べ
き
こ
と
は
、
一
八
〇
六
／
七
年
の
『
精
神
現
象
学
』
を
執
筆
す
る
以
前
の
ヘ
ー
ゲ
ル
の
思
考
の
中

　
　
で
は
、
ギ
リ
シ
ャ
悲
劇
と
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
劇
（
就
中
『
マ
ク
ベ
ス
』
）
が
、
重
要
な
位
置
、
い
わ
ば
判
断
の
基
準
と
な
る
よ
う
な
位

　
　
置
を
占
め
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
時
、
オ
レ
ス
テ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
ギ
リ
シ
ャ
悲
劇
の
主
人
公
た
ち
が
、
マ

　
　
ク
ベ
ス
よ
り
も
高
い
地
位
を
与
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
少
く
と
も
、
一
八
〇
三
年
ま
で
は
そ
う
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
は
っ
き
り
と
確
認
し

　
　
て
お
こ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
し
か
し
、
0
ゆ
の
文
に
於
い
て
は
、
マ
ク
ベ
ス
と
ギ
リ
シ
ャ
悲
劇
の
主
人
公
・
オ
レ
ス
テ
ス
が
、
ハ
ム
レ
ッ
ト
に
対
し
、
一
段
低
い
し
か

　
　
も
同
じ
位
置
を
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
何
故
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
〔
ニ
ー
3
〕
　
ゲ
ー
テ
と
へ
ー
ゲ
ル
ー
ハ
ム
レ
ッ
ト
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
ー
ー

　
　
　
さ
て
、
先
の
問
に
答
え
て
い
く
た
め
に
は
、
田
の
文
に
於
い
て
何
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
か
、
す
な
わ
ち
、
ど
の
よ
う
な
観
点
か
ら

　
　
ハ
ム
レ
ヅ
ト
・
オ
レ
ス
テ
ス
・
マ
ク
ベ
ス
の
三
者
が
比
較
さ
れ
て
い
る
の
か
を
、
ま
ず
、
明
ら
か
に
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
ハ
ム
レ
ッ
ト
に
関
し
て
、
　
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
『
精
神
現
象
学
』
の
「
頭
蓋
論
」
の
中
で
、
は
っ
き
り
と
そ
の
名
を
挙
げ
て
言
及
し
て
い
る
。

07

@
こ
の
こ
と
か
ら
、
『
精
神
現
象
学
』
執
筆
の
頃
ま
で
に
、
　
ヘ
ー
ゲ
ル
は
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
を
相
当
読
み
込
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

22　
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の
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六
八

の
ヘ
ー
ゲ
ル
が
、
ど
の
よ
う
な
観
点
か
ら
ハ
ム
レ
ヅ
ト
と
い
う
人
物
を
理
解
し
、
彼
を
オ
レ
ス
テ
ス
や
マ
ク
ベ
ス
よ
り
も
高
く
評
価
し
た

の
か
。
こ
の
間
を
、
当
時
の
代
表
的
な
ハ
ム
レ
ッ
ト
観
と
対
比
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
見
て
行
こ
う
。

　
当
時
の
代
表
的
な
ハ
ム
レ
ッ
ト
観
と
し
て
、
こ
瓦
で
は
、
先
に
挙
げ
た
（
ニ
ー
1
）
『
マ
イ
ス
タ
ー
』
第
四
部
の
ゲ
ー
テ
に
よ
る
ハ
ム
レ

ッ
ト
解
釈
を
見
て
い
き
た
い
。
こ
の
ハ
ム
レ
ッ
ト
解
釈
は
、
T
・
S
・
エ
リ
オ
ッ
ト
が
、
　
「
ゲ
ー
テ
は
ハ
ム
レ
ヅ
ト
を
ヴ
ェ
ル
テ
ル
に
仕

立
た
」
と
非
難
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
の
よ
う
に
、
い
わ
ゆ
る
覗
悩
め
る
ハ
ム
レ
ヅ
ト
”
の
原
型
で
あ
り
、
二
十
世
紀
の
私
達
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

も
大
き
な
影
響
を
与
え
続
け
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
ゲ
ー
テ
は
、
小
説
の
主
人
公
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
の
口
を
通
し
て
述
べ
る
。

　
⑳
　
…
…
『
時
の
関
節
が
は
ず
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
時
を
も
と
ど
お
り
に
直
す
た
め
に
生
ま
れ
て
き
た
と
は
、
何
と
悲
し
い
こ
と
だ

　
　
ろ
う
。
』

　
　
　
こ
の
言
葉
に
、
ハ
ム
レ
ッ
ト
の
全
て
の
行
動
を
解
く
鍵
が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
大
事
業
が
、
そ
れ
に
耐
え
る
こ
と
の
で
き
ぬ

　
　
魂
に
課
せ
ら
れ
た
、
そ
の
こ
と
を
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
が
描
こ
う
と
し
た
の
は
明
白
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
作
品
は
徹
頭
徹
尾
こ
の
意

　
　
味
で
作
ら
れ
て
い
る
と
私
は
思
い
ま
す
。
こ
の
劇
で
は
、
可
愛
い
花
だ
け
し
か
咲
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
高
価
な
鉢
に
、
樫
の
木
が

　
　
植
え
ら
れ
る
の
で
す
。
根
が
は
び
こ
れ
ば
、
鉢
は
粉
々
に
な
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。

　
　
　
美
し
く
、
純
粋
で
、
ま
た
高
貴
で
あ
る
存
在
、
そ
し
て
ま
た
き
わ
め
て
道
徳
的
な
存
在
は
、
英
雄
に
必
要
な
肉
体
的
逞
し
さ
が
欠

　
　
け
て
い
る
た
め
に
、
重
荷
に
ひ
し
が
れ
て
破
滅
（
弩
弓
§
山
。
鴨
ゲ
窪
）
し
て
行
く
の
で
す
。
何
故
な
ら
、
こ
の
存
在
は
、
こ
の
重
荷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

　
　
を
背
負
う
こ
と
も
投
げ
出
す
こ
と
も
で
き
な
い
か
ら
で
す
。

　
ゲ
ー
テ
は
、
ハ
ム
レ
ヅ
ト
を
、
「
美
し
い
存
在
」
と
見
て
い
る
。
　
し
か
し
、
　
こ
の
「
美
し
い
存
在
」
に
は
、
ギ
リ
シ
ャ
悲
劇
の
英
雄

（
出
①
ε
が
持
つ
行
動
的
肉
体
、
つ
ま
り
「
樫
の
木
」
に
耐
え
得
る
強
固
な
大
地
が
欠
け
て
い
る
、
従
っ
て
、
破
減
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

た
と
こ
ろ
に
ハ
ム
レ
ッ
ト
の
悲
劇
が
あ
る
、
と
ゲ
ー
テ
は
見
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
や
は
り
、
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
は
「
美
し
い
存

在
」
の
悲
劇
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
点
が
、
当
時
の
F
・
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
を
し
て
、
「
『
マ
イ
ス
タ
ー
』
は
時
代
の
最
も
偉
大
な
傾
向
で



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
あ
る
」
と
言
わ
し
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
㈲
の
文
に
於
い
て
、
美
の
観
点
か
ら
マ
ク
ベ
ス
を
批
判
し
た
ヘ
ー
ゲ
ル
も
、
お
そ
ら
く

　
　
こ
の
「
時
代
の
傾
向
」
の
う
ち
に
い
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
で
は
、
こ
の
岡
の
ゲ
ー
テ
の
ハ
ム
レ
ッ
ト
論
が
発
表
さ
れ
て
か
ら
十
年
余
り
経
た
一
八
〇
六
年
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
ω
の
文
に
於
い
て
、

　
　
ど
の
よ
う
な
ハ
ム
レ
ッ
ト
を
見
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
よ
り
詳
細
に
検
討
す
る
た
め
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
が
後
年
『
美
学
講
義
』
で

　
　
再
び
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
を
採
り
挙
げ
て
い
る
箇
所
を
見
て
行
こ
う
。
そ
の
講
義
は
、
　
一
八
二
〇
／
一
二
、
二
三
、
二
六
、
二
八
／
二
九
年

　
　
の
四
圓
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
『
精
神
現
象
学
』
執
筆
か
ら
、
少
な
く
と
も
十
四
年
後
の
講
義
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
於
け
る

　
　
『
ハ
ム
レ
ヅ
ト
』
か
ら
の
英
語
原
文
の
直
接
の
引
用
に
接
す
る
時
、
私
達
は
、
驚
か
ざ
る
を
得
な
い
。

　
　
　
⑳
　
あ
の
幽
霊
は
悪
魔
か
も
し
れ
な
い
。
悪
魔
は
、

　
　
　
　
ど
ん
な
姿
を
借
り
て
現
わ
れ
る
こ
と
も
で
き
る
の
だ
。
ひ
ょ
っ
と
す
る
と

　
　
　
　
お
れ
の
衰
弱
と
憂
欝
に
つ
け
入
っ
て
一
こ
う
い
う
時
に
は
、

　
　
　
　
悪
魔
の
奴
に
乗
ぜ
ら
れ
や
す
い
か
ら
、
i

　
　
　
　
あ
い
つ
、
お
れ
を
惑
わ
し
、
お
れ
を
地
獄
に
お
と
し
に
来
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　
　
も
っ
と
確
か
な
証
拠
を
握
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
芝
居
が
い
い
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

　
　
　
　
王
の
本
心
を
探
る
に
は
こ
れ
に
か
ぎ
る
。

　
　
　
こ
の
ハ
ム
レ
ヅ
ト
の
独
白
を
圧
縮
す
る
と
、
ω
の
後
半
部
分
と
な
る
。
つ
ま
り
、
「
（
ハ
ム
レ
ッ
ト
は
）
復
讐
を
た
め
ら
う
。
そ
し
て
、

　
　
更
に
別
の
証
明
を
企
て
る
。
1
こ
の
明
ら
か
に
す
る
霊
は
、
悪
魔
か
も
し
れ
ぬ
、
と
い
う
理
由
か
ら
で
あ
る
。
」
と
い
う
ω
の
後
半
部

　
　
分
は
、
今
私
達
が
見
た
側
の
独
白
の
ヘ
ー
ゲ
ル
自
身
に
よ
る
要
約
な
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
　
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
の

　
　
こ
の
独
白
に
、
ハ
ム
レ
ッ
ト
と
い
う
人
物
の
核
心
を
把
握
し
、
『
精
神
現
象
学
』
執
筆
以
降
も
、
そ
の
確
信
は
動
く
こ
と
は
無
か
っ
た
と

09

@
断
定
し
て
よ
い
。
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七
〇

　
で
は
、
こ
の
ハ
ム
レ
ッ
ト
の
独
白
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
ど
の
よ
う
な
ハ
ム
レ
ヅ
ト
を
見
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
そ
の
独
白
観

を
引
用
す
る
前
に
、
お
二
よ
そ
、
次
の
よ
う
な
論
を
展
開
す
る
。

　
魔
女
と
か
幽
霊
と
か
が
現
わ
れ
て
く
る
時
、
芸
術
家
は
、
人
閾
に
「
決
断
の
自
由
と
自
立
性
」
を
確
保
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関

し
て
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
は
『
マ
ク
ベ
ス
』
・
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
に
於
い
て
見
事
な
典
型
を
与
え
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』

に
於
い
て
は
ガ
イ
ス
ト
の
出
現
（
騨
。
。
。
冨
貯
暮
㈹
）
が
、
『
マ
ク
ベ
ス
』
よ
り
も
、
よ
り
美
し
く
よ
り
深
く
扱
わ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、

『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
に
関
し
て
、
人
々
は
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
を
次
の
よ
う
に
非
難
す
る
。
「
ハ
ム
レ
ッ
ト
は
、
父
の
ガ
イ
ス
ト
が
登
場
し
彼
に

復
讐
を
言
い
渡
す
の
に
、
た
め
ら
っ
て
な
か
な
か
実
行
し
な
い
。
そ
の
た
め
に
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
の
劇
全
体
が
弛
緩
し
た
も
の
に
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
（
大
意
）
。
」

　
こ
の
よ
う
に
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
へ
の
非
難
を
紹
介
し
た
後
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
こ
の
「
た
め
ら
い
」
を
ハ
ム
レ
ッ
ト
の
内
的
で
美
し
い
性

格
か
ら
好
意
的
に
理
解
し
よ
う
と
す
る
傾
向
も
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
そ
の
例
と
し
て
ゲ
ー
テ
の
意
見
を
紹
介
す
る
。

　
紛
　
大
事
業
が
、
そ
れ
に
耐
え
る
こ
と
の
で
き
ぬ
魏
に
課
せ
ら
れ
た
、
そ
の
こ
と
を
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
は
描
こ
う
と
し
た
。
そ
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
こ
の
作
品
は
徹
頭
徹
尾
こ
の
意
味
で
作
ら
れ
て
い
る
と
ゲ
ー
テ
は
思
っ
て
い
る
。
「
こ
の
劇
で
は
、
可
愛
い
花
だ
け
し
か
咲
か
す
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

　
　
と
の
で
き
な
い
高
価
な
鉢
に
、
樫
の
木
が
植
え
ら
れ
る
の
で
す
。
根
が
は
び
こ
れ
ば
、
鉢
は
粉
々
に
な
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。
」

　
　
（
傍
点
は
引
用
者
に
よ
る
。
）

こ
れ
は
、
「
　
」
内
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
の
前
の
部
分
も
、
先
に
私
達
が
見
た
『
マ
イ
ス
タ
ー
』
の
ハ
ム
レ
ッ
ト
論
圃
か
ら
の
引
用

で
あ
る
。
た
讐
、
㈱
で
は
「
私
（
1
ー
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
）
は
思
い
ま
す
」
と
な
っ
て
い
る
部
分
を
、
い
り
で
は
「
ゲ
ー
テ
は
思
っ
て
い
る
」
と

し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
が
、
こ
の
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
の
口
を
通
し
て
展
開
さ
れ
る
ハ
ム
レ
ヅ
ト
論
を
ゲ
ー
テ
自
身
の
意
見
と
見
倣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
さ
て
、
こ
の
ゲ
ー
テ
の
ハ
ム
レ
ッ
ト
論
に
対
し
、
へ
！
ゲ
ル
は
し
か
し
と
続
け
る
。

　
岡
　
し
か
し
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
は
、
　
ガ
イ
ス
ト
の
出
現
に
関
し
て
、
（
ゲ
ー
テ
が
思
っ
て
い
る
の
よ
り
も
）
ず
っ
と
深
い
表
現
を
与
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（
2
2
）

　
　
え
て
い
る
。
ハ
ム
レ
ッ
ト
は
た
め
ら
う
。
何
故
な
ら
ぽ
、
彼
は
ガ
イ
ス
ト
を
盲
目
的
に
信
じ
た
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
へ
！
ゲ
ル
は
、
ハ
ム
レ
ッ
ト
の
独
白
観
「
あ
の
幽
霊
は
悪
魔
か
も
知
れ
な
い
…
…
」
を
引
用
す
る
の
で
あ
る
。

　
先
に
ヘ
ー
ゲ
ル
が
引
用
し
た
ゲ
ー
テ
の
ハ
ム
レ
ッ
ト
論
紛
の
直
前
に
、
や
は
り
ハ
ム
レ
ッ
ト
の
独
白
「
時
の
関
節
が
は
ず
れ
て
し
ま
っ

た
。
そ
の
時
を
も
と
ど
お
り
に
直
す
た
め
に
生
ま
れ
て
き
た
と
は
、
何
と
悲
し
い
こ
と
だ
ろ
う
」
が
、
ゲ
ー
テ
に
よ
っ
て
引
用
さ
れ
て
い

た
の
を
、
私
達
は
囲
に
於
い
て
見
た
。
ヘ
ー
ゲ
ル
自
身
も
、
そ
の
こ
と
は
承
知
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
ゲ
ー

テ
が
「
ハ
ム
レ
ッ
ト
の
全
て
の
行
動
を
解
く
鍵
」
と
し
た
独
白
に
対
し
て
勧
の
独
白
「
あ
の
幽
霊
は
悪
魔
か
も
知
れ
な
い
」
を
、
シ
ェ
イ

ク
ス
ピ
ア
の
「
ず
っ
と
深
い
表
現
」
を
解
く
鍵
と
し
て
、
真
向
か
ら
対
置
し
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
さ
ら
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
そ
の
独

白
の
引
用
の
後
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
圃
　
こ
の
独
白
に
於
い
て
、
我
々
は
以
下
の
こ
と
に
気
付
く
。
（
ガ
イ
ス
ト
の
）
出
現
そ
の
も
の
は
ハ
ム
レ
ッ
ト
を
思
う
が
ま
Σ
に
操

　
　
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
彼
は
疑
い
、
そ
し
て
、
独
自
の
企
て
で
、
行
動
を
引
き
受
け
る
前
に
、
確
信
を
手
に
入
れ
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

　
　
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
先
に
、
こ
の
『
美
学
講
義
』
の
ハ
ム
レ
ッ
ト
論
が
『
精
神
現
象
学
』
の
ハ
ム
レ
ヅ
ト
論
　
田
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
を
、
ハ
ム
レ
ッ

ト
の
独
白
鯛
に
於
い
て
見
た
。
さ
ら
に
、
今
の
二
つ
の
引
用
岡
・
岡
に
於
い
て
、
そ
こ
に
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
ぽ
が
ω
と
共
通
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
『
美
学
講
義
』
と
『
精
神
現
象
学
』
に
於
け
る
ハ
ム
レ
ッ
ト
論
が
同
じ
視
点
に
於
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し

て
お
こ
う
。
ま
ず
、
ω
と
佃
に
、
た
め
ら
う
（
鑓
＆
碧
づ
）
と
い
う
動
詞
が
共
通
し
て
い
る
こ
と
。
次
に
、
企
て
と
い
う
こ
と
ぽ
が
、
ω
で

は
動
詞
（
く
O
冠
鋤
嵩
。
ゆ
酔
P
一
け
Φ
口
）
で
、
圃
で
は
名
詞
（
＜
。
鎚
霧
薄
色
醤
）
で
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　
で
は
、
そ
の
『
精
神
現
象
学
』
と
『
養
学
講
義
』
に
共
通
し
て
い
る
視
点
、
ゲ
ー
テ
が
見
て
い
る
よ
り
も
「
ず
っ
と
深
い
」
シ
ェ
イ
ク

ス
ピ
ア
の
表
現
を
見
る
こ
と
の
で
き
る
視
点
と
は
、
何
で
あ
ろ
う
か
。

　
へ
：
ゲ
ル
は
、
「
ハ
ム
レ
ッ
ト
は
、
た
め
ら
っ
て
な
か
な
か
復
讐
し
な
い
」
と
い
う
非
難
に
対
し
、
　
ゲ
ー
テ
の
如
く
、
弱
々
し
い
ハ
ム

　
　
　
　
劇
と
し
て
の
『
精
神
現
象
学
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一
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@
レ
ヅ
ト
を
そ
の
本
性
の
美
い
ざ
か
ら
弁
護
し
な
い
。
ハ
ム
レ
ッ
ト
は
た
め
ら
う
。
そ
れ
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
ガ
イ
ス
ト

　
　
の
出
現
を
盲
目
的
に
信
ず
る
こ
と
な
く
、
行
動
す
る
た
め
に
、
ま
ず
疑
い
、
は
っ
き
り
と
し
た
確
信
を
手
に
入
れ
る
た
め
だ
、
と
「
た
め

　
　
ら
い
」
に
新
ら
た
な
意
味
を
賢
い
出
す
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ガ
イ
ス
ト
が
命
じ
た
復
讐
へ
の
「
た
め
ら
い
」
と
い
う
消
極
的
行
為
を
、

　
　
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
「
決
断
の
自
由
と
自
立
性
」
を
得
る
た
め
の
「
疑
い
」
と
い
う
積
極
的
行
為
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
ω
に
於
い
て
も
、
「
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
め
ら
い
」
と
「
企
て
」
の
根
拠
を
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
「
こ
の
明
ら
か
に
す
る
霊
は
、
悪
魔
か
も
知
れ
ぬ
」
と
い
う
霊
踊
ガ
イ
ス
ト
へ
の
不

　
　
信
に
よ
っ
て
根
拠
付
け
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
不
信
を
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
　
　
　
　
こ
の
（
ガ
イ
ス
ト
に
対
す
る
ハ
ム
レ
ッ
ト
の
）
不
信
は
、
次
の
よ
う
な
理
由
に
よ
っ
て
根
拠
付
け
ら
れ
る
。
知
る
意
識
は
、
自
分

　
　
　
　
自
身
を
、
自
分
の
確
信
と
対
象
的
実
在
と
の
対
立
の
う
ち
に
置
く
、
と
い
う
理
由
か
ら
根
拠
付
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
（
0
置
）

　
　
　
知
る
意
識
（
こ
N
で
は
ハ
ム
レ
ッ
ト
）
は
、
自
分
を
「
自
分
の
確
信
と
対
象
的
実
在
と
の
対
立
の
う
ち
に
置
く
。
」
つ
ま
り
、
分
裂
し

　
　
二
重
化
す
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
疑
う
（
N
≦
Φ
一
」
h
O
一
誉
）
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
「
疑
う
」
と
い
う
こ
と
ば
も
、
『
精
神
現
象
学
』
と

　
　
『
美
学
講
義
』
の
ハ
ム
レ
ッ
ト
論
に
共
通
す
る
こ
と
ば
と
見
倣
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
　
　
と
ま
れ
、
ハ
ム
レ
ッ
ト
は
「
知
る
意
識
」
で
あ
る
以
上
、
二
重
化
す
る
、
つ
ま
り
疑
う
。
故
に
ガ
イ
ス
ト
に
不
信
を
い
だ
き
、
ガ
イ
ス

　
　
ト
に
思
う
が
ま
玉
に
操
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
行
動
へ
の
「
決
断
の
自
由
と
自
立
性
」
つ
ま
り
「
確
信
」
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　
　
そ
こ
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
ゲ
ー
テ
が
見
た
よ
り
も
「
ず
っ
と
深
い
」
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
描
く
ハ
ム
レ
ッ
ト
を
凄
い
出
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
確
か
に
、
F
・
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
も
「
た
め
ら
い
」
に
積
極
的
意
味
を
見
い
出
そ
う
と
す
る
。
彼
は
「
ハ
ム
レ
ッ
ト
の
決
着
を
ひ
き
の
ば

　
　
す
性
格
」
を
、
『
マ
イ
ス
タ
ー
』
と
い
う
小
説
の
本
質
、
即
ち
教
養
（
b
d
ま
毒
σ
q
）
と
見
倣
す
の
で
あ
る
。
し
σ
ま
自
α
q
と
は
、
　
シ
ュ
レ
ー
ゲ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

　
　
ル
に
よ
れ
ぽ
「
各
人
が
各
々
の
仕
方
・
程
度
に
於
い
て
普
遍
へ
近
づ
く
こ
と
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
た
め
ら
い
」
は
、
「
普
遍
」
に

　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
到
達
す
る
こ
と
の
な
い
永
遠
の
「
た
め
ら
い
」
で
あ
っ
た
。
ゲ
ー
テ
が
『
マ
イ
ス
タ
ー
』
の
七
、
八
巻
で
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
の
「
た
め
ら

　
　
い
」
に
「
決
着
」
を
つ
け
た
時
、
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
は
、
沈
黙
し
て
し
ま
う
。
そ
し
て
、
そ
の
後
、
行
動
を
重
ん
じ
る
ゲ
ー
テ
と
、
「
た
め



　
　
ら
い
」
、
つ
ま
り
い
わ
や
る
“
ロ
マ
ン
鼻
詰
箆
”
を
重
ん
じ
る
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
ら
ロ
マ
ン
派
は
対
立
し
て
行
く
の
で
あ
る
。

　
　
　
こ
れ
に
対
し
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
見
た
「
た
め
ら
い
」
は
、
行
動
に
移
る
前
の
「
決
断
の
自
由
と
自
立
性
」
を
保
障
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
即
ち
、
こ
の
「
た
め
ら
い
」
1
1
「
疑
い
」
は
、
ま
さ
に
そ
れ
自
体
が
、
各
人
が
各
人
た
ら
ん
と
す
る
行
為
な
の
で
あ
り
、
確
信
に
満
ち
た

　
　
行
動
に
於
い
て
、
そ
の
行
動
に
確
固
た
る
個
性
を
与
え
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
疑
い
」
は
、
そ
の
結
果
た
る
「
行
動
」
に
於

　
　
い
て
、
そ
の
モ
メ
ン
ト
と
し
て
生
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

　
　
　
こ
の
よ
う
に
、
一
八
〇
六
年
の
へ
：
ゲ
ル
は
、
…
七
九
五
年
の
ゲ
ー
テ
、
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
、
そ
し
て
恐
ら
く
ヘ
ー
ゲ
ル
自
身
も
見
て
い

　
　
た
“
美
し
き
存
在
と
し
て
た
め
ら
う
ハ
ム
レ
ッ
ト
”
に
対
し
て
、
“
行
動
せ
ん
と
し
て
疑
う
ハ
ム
レ
ッ
ト
”
を
見
い
出
す
の
で
あ
る
。
ま

　
　
た
、
芝
居
と
い
う
「
企
て
」
に
よ
っ
て
、
行
動
へ
の
確
信
、
「
決
断
の
自
由
と
自
立
性
」
を
獲
得
せ
ん
と
す
る
ハ
ム
レ
ッ
ト
の
知
・
意
識

　
　
の
あ
り
方
を
強
調
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
〔
二
一
4
〕
　
悲
劇
的
知

　
　
　
で
は
、
こ
の
よ
う
な
ハ
ム
レ
ッ
ト
の
知
の
あ
り
方
に
対
し
て
、
ギ
リ
シ
ャ
悲
劇
の
主
人
公
、
そ
し
て
、
マ
ク
ベ
ス
は
、
ど
の
よ
う
に
劣

　
　
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
ま
ず
、
ギ
リ
シ
ャ
悲
劇
の
主
人
公
た
ち
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
ハ
ム
レ
ッ
ト
よ
り
も
、
オ
レ
ス
テ
ス
は
思
慮
深
く
な
く
根
本
的
で
な

　
　
い
、
と
ヘ
ー
ゲ
ル
は
ω
で
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
オ
レ
ス
テ
ス
は
、
ア
ポ
ロ
ン
の
神
託
を
告
げ
る
巫
女
た
ち
の
言
葉
を
信
じ
、
一
気
に
復
讐
へ
と
、
母
殺
し
へ
と
走
る
。
ア
ン
テ
ィ
ゴ
ネ

　
　
も
、
家
族
の
掟
を
疑
う
こ
と
な
く
一
直
線
に
行
動
す
る
。
ま
た
、
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
も
、
神
託
を
疑
う
こ
と
な
く
真
相
究
明
へ
と
向
う
。
こ

　
　
の
時
、
オ
レ
ス
テ
ス
、
ア
ン
テ
ィ
ゴ
ネ
は
、
行
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
行
動
自
体
の
持
つ
別
の
意
味
に
出
会
い
、
破
滅
す
る
。
善

　
　
と
信
じ
て
行
動
し
た
こ
と
が
、
同
時
に
悪
で
も
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
は
、
真
相
究
明
に
よ
り
、
自
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

13

@
が
自
分
に
つ
い
て
全
く
無
知
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
主
人
公
た
ち
は
、
は
じ
め
て
二
つ
に
引
き
裂
か
れ
、
運
命
に

22　
　
　
　
　
　
劇
と
し
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精
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象
学
』
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@
飲
み
込
ま
れ
る
よ
う
に
し
て
破
減
し
て
行
く
（
窪
ぴ
q
門
§
山
①
σ
q
停
窪
）
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
分
裂
1
1
二
重
化
は
、
運
命
に
よ
っ
て
夘

　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
か
ら
彼
ら
に
突
き
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
彼
ら
は
根
本
（
O
耳
隠
）
に
立
つ
こ
と
が
で
き
ず
、
深
淵
（
｝
σ
σ
q
同
§
α
）
へ
と
墜
落
し

　
　
て
行
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
こ
れ
ら
の
ギ
リ
シ
ャ
悲
劇
の
主
人
公
と
は
反
対
に
、
ハ
ム
レ
ッ
ト
は
最
初
に
自
分
自
身
を
分
裂
さ
せ
る
。
「
疑
う
」
こ
と
に
よ
り
、
「
自

　
　
分
の
確
信
と
対
象
的
実
在
と
の
対
立
の
う
ち
に
自
分
を
置
」
く
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
芝
居
と
い
う
「
独
自
の
企
て
」
に
よ
っ
て
、
確
信

　
　
を
得
て
か
ら
行
動
へ
移
ろ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
彼
は
、
最
初
か
ら
自
分
自
身
で
根
本
へ
と
赴
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ

　
　
の
根
本
に
立
っ
た
う
え
で
、
つ
ま
り
足
を
地
に
つ
け
て
、
行
動
へ
の
「
決
断
の
自
由
と
自
立
性
」
を
獲
得
し
た
の
で
あ
る
。
ハ
ム
レ
ッ
ト

　
　
の
悲
劇
は
、
ギ
リ
シ
ャ
悲
劇
の
よ
う
に
超
現
実
的
な
も
の
の
声
に
従
っ
た
た
め
に
破
減
し
て
行
く
悲
劇
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
で
は
、
ハ
ム
レ
ッ
ト
よ
り
純
粋
で
な
い
と
述
べ
ら
れ
た
マ
ク
ベ
ス
の
方
は
ど
う
か
。

　
　
　
『
キ
リ
ス
ト
教
の
運
命
と
そ
の
精
神
』
に
於
い
て
、
「
ユ
ダ
ヤ
民
族
の
運
命
は
マ
ク
ベ
ス
の
運
命
で
あ
る
」
と
し
て
、
主
に
、
自
然
か

　
　
ら
の
逸
脱
・
疎
遠
な
も
の
へ
の
信
仰
・
人
問
性
の
破
壊
と
い
う
観
点
か
ら
、
ヘ
ー
ゲ
ル
が
マ
ク
ベ
ス
を
見
て
い
る
の
を
、
私
達
は
見
た
。

　
　
そ
し
て
、
ω
に
於
い
て
は
、
マ
ク
ベ
ス
の
魔
女
の
予
言
を
信
じ
る
そ
の
信
じ
方
が
、
ハ
ム
レ
ッ
ト
に
比
べ
て
、
純
粋
で
な
い
と
述
べ
ら
れ

　
　
て
い
た
。
こ
の
「
純
粋
」
と
い
う
こ
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
ま
ず
、
魔
女
の
予
言
と
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
万
歳
、
マ
ク
ベ
ス
！
　
お
め
で
と
う
、
グ
ラ
ー
ム
ズ
の
領
主
様

　
　
　
　
万
歳
、
マ
ク
ベ
ス
1
　
お
め
で
と
う
、
コ
ー
ダ
ァ
の
領
主
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

　
　
　
　
万
歳
、
マ
ク
ベ
ス
！
　
い
ず
れ
は
王
と
な
ら
れ
る
方

　
　
マ
ク
ベ
ス
は
、
最
初
こ
の
予
言
を
否
定
す
る
。
第
一
の
予
言
は
、
予
言
と
い
う
よ
り
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
第
二
、
第
三
の
予
言
は
、

　
　
マ
ク
ベ
ス
自
身
心
で
は
望
ん
で
い
て
も
、
決
し
て
口
に
出
し
て
は
い
け
な
い
事
柄
で
あ
る
。
故
に
、
マ
ク
ベ
ス
は
、
こ
の
魔
女
た
ち
の
予
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言
を
真
と
認
め
る
こ
と
を
恐
れ
た
。
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
こ
の
魔
女
た
ち
に
つ
い
て
、
『
美
学
講
義
』
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
『
マ
ク
ベ
ス
』
中
の
魔
女
た
ち
は
、
外
的
な
力
と
し
て
現
れ
る
。
こ
の
力
は
、
マ
ク
ベ
ス
に
彼
の
運
命
を
予
言
す
る
。
し
か
し
、
魔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
女
た
ち
が
告
げ
た
事
柄
は
、
マ
ク
ベ
ス
の
秘
め
ら
れ
た
彼
自
身
の
望
み
な
の
で
あ
る
。
そ
の
望
み
が
、
こ
の
よ
う
な
見
か
け
だ
け
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

　
　
“
外
か
ら
”
と
い
う
仕
方
で
、
マ
ク
ベ
ス
の
前
に
現
わ
れ
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
（
傍
点
は
引
用
者
。
）

　
し
か
し
、
マ
ク
ベ
ス
は
、
そ
の
予
言
が
彼
自
身
の
望
み
で
あ
る
こ
と
は
、
認
め
よ
う
と
し
な
い
。
彼
は
、
最
初
こ
の
予
言
を
疑
い
否
定

す
る
。
と
こ
ろ
が
、
第
二
の
予
言
が
真
実
と
な
る
や
、
彼
は
第
三
の
予
言
も
真
実
で
あ
る
と
し
て
、
そ
れ
に
身
を
委
ね
（
ω
幽
艶
く
①
瓢
器
ω
窪
）
、

王
殺
し
へ
と
誘
わ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
マ
ク
ベ
ス
も
、
魔
女
の
予
言
を
疑
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
ハ
ム
レ
ヅ
ト
の
「
疑
い
」
と
は
、
質
の
異
な
る
も
の

で
あ
る
。
ハ
ム
レ
ヅ
ト
は
ガ
イ
ス
ト
の
出
現
を
全
く
否
定
し
よ
う
と
し
な
い
。
ガ
イ
ス
ト
の
出
現
を
目
の
前
に
し
て
う
ろ
た
え
る
哲
学
者

で
親
友
の
ホ
レ
ー
シ
ョ
に
向
い
、
ハ
ム
レ
ッ
ト
は
言
う
。

　
　
な
あ
、
ホ
レ
ー
シ
ョ
、
こ
の
天
地
の
間
に
は
、
わ
れ
わ
れ
の
哲
学
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

　
　
と
う
て
い
考
え
お
よ
ば
ぬ
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
だ
か
ら
な
。

こ
の
よ
う
に
、
ハ
ム
レ
ッ
ト
は
出
現
し
て
き
た
ガ
イ
ス
ト
を
純
粋
に
信
じ
て
い
る
。
そ
し
て
、
次
に
、
そ
の
ガ
イ
ス
ト
を
悪
魔
か
も
し
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

ぬ
、
と
疑
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
『
マ
ク
ベ
ス
』
の
魔
女
は
、
マ
ク
ベ
ス
に
と
っ
て
は
、
疎
遠
な
力
と
し
て
現
わ
れ
る
。
こ
の

よ
う
に
、
マ
ク
ベ
ス
は
、
魔
女
の
出
現
と
同
時
に
二
つ
に
引
き
裂
か
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
偶
然
的
に
こ
の
予
言
が

真
で
あ
る
こ
と
を
知
る
と
、
今
度
は
こ
の
疎
遠
な
力
に
身
を
委
ね
王
殺
し
を
決
行
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
こ
の
よ
う
に
、
マ
ク
ベ
ス
は
魔
女
を
最
初
に
疑
っ
た
。
ハ
ム
レ
ッ
ト
は
、
ガ
イ
ス
ト
を
純
粋
に
信
じ
た
。
そ
し
て
、
信
じ
る
が
故
に
疑

っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
も
そ
も
、
ヘ
ー
ゲ
ル
に
於
い
て
、
純
粋
（
H
O
同
コ
）
と
は
、
直
接
的
（
量
ヨ
冨
ま
碧
）
単
一
（
色
謀
8
『
）
を
意
味
す
る
。
純
粋
な
も
の
は

　
　
　
　
劇
と
し
て
の
『
精
神
現
象
学
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
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哲
学
研
究
第
五
百
五
十
四
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
六

直
接
的
で
単
一
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
こ
そ
、
そ
こ
に
分
裂
1
1
二
重
性
の
可
能
性
が
あ
る
の
で
あ
る
。
ハ
ム
レ
ッ
ト
が
「
自
分
の
確
信
と
対

象
的
実
在
と
の
対
立
の
う
ち
へ
と
自
分
を
置
」
け
る
の
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
彼
が
最
初
に
「
純
粋
」
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

マ
ク
ベ
ス
は
、
最
初
か
ら
対
立
の
う
ち
に
身
を
置
い
て
し
ま
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
の
対
立
の
解
消
は
全
く
偶
然
的
な
仕
方
で
与
え
ら

れ
、
マ
ク
ベ
ス
は
「
決
断
の
自
由
と
自
立
性
」
を
獲
得
す
る
こ
と
な
く
、
疎
遠
な
力
の
「
奴
隷
」
（
引
用
文
田
参
照
）
と
し
て
破
滅
し
て
行

く
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
に
於
い
て
、
ヘ
ー
ゲ
ル
が
何
故
ギ
リ
シ
ャ
悲
劇
と
『
マ
ク
ベ
ス
』
と
を
同
列
に
置
く
の
か
が
明
ら
か
と
な
る
。
ギ
リ
シ
ャ
悲
劇
の

主
人
公
た
ち
に
も
、
マ
ク
ベ
ス
に
も
共
通
し
て
欠
け
て
い
る
も
の
が
あ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
疑
う
」
こ
と
に
よ
っ
て
、
行
動
へ
の

「
決
断
の
自
由
と
自
立
性
」
を
獲
得
す
る
こ
と
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
自
分
自
身
の
確
固
た
る
確
信
に
従
っ
て
行
動
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
そ
こ
に
彼
ら
の
悲
劇
が
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
　
ハ
ム
レ
ッ
ト
は
、
ガ
イ
ス
ト
を
疑
い
、
そ
れ
に
操
ら
れ
る
こ
と
な
く
、

「
独
自
の
企
て
」
で
確
信
を
得
て
行
動
し
よ
う
と
し
た
。
彼
は
、
あ
く
ま
で
「
決
断
の
自
由
と
自
立
性
」
に
立
っ
て
、
行
動
し
よ
う
と
し

た
の
で
あ
る
。
故
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
ハ
ム
レ
ッ
ト
に
ギ
リ
シ
ャ
悲
劇
の
主
人
公
や
マ
ク
ベ
ス
よ
り
も
、
高
い
地
位
を
与
え
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
故
に
こ
そ
、
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
の
悲
劇
は
、
よ
り
深
い
悲
し
み
を
抱
え
込
ん
で
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

〔
ニ
ー
5
〕
　
劇
的
真
実

　
で
は
、
ハ
ム
レ
ッ
ト
は
、
ど
の
よ
う
に
「
疑
い
」
、
ど
の
よ
う
に
「
決
断
の
自
由
と
自
立
性
」
を
得
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
ハ
ム
レ
ッ
ト
は
「
あ
の
幽
霊
は
悪
魔
か
も
知
れ
な
い
」
と
ガ
イ
ス
ト
を
疑
う
。
し
か
し
、
彼
は
、
直
接
に
ガ
イ
ス
ト
ー
悪
魔
問
題
を
問

う
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
こ
の
問
題
は
劇
の
最
後
に
な
っ
て
も
明
ら
か
に
は
な
ら
な
い
。
こ
の
問
い
は
観
客
に
残
さ
れ
た
ま
ま
と
な
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
ハ
ム
レ
ッ
ト
自
身
は
、
こ
う
疑
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
ガ
イ
ス
ト
に
操
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
行
動
へ
の
「
決

断
の
自
由
と
自
立
性
」
を
得
る
た
め
「
独
自
の
企
て
」
へ
と
向
う
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
弱
々
し
い
ハ
ム
レ
ッ
ト
は
い
な
い
。
む
し
ろ
、

人
間
に
知
を
授
け
た
蛇
の
よ
う
に
狡
猜
な
（
一
翼
一
σ
q
）
な
ハ
ム
レ
ッ
ト
が
い
る
。



　
　
　
さ
て
、
そ
の
「
独
自
の
企
て
」
と
は
独
白
働
で
述
べ
ら
れ
て
い
た
「
芝
居
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
　
ハ
ム
レ
ッ
ト
が
少
し
手
を
加
え
た

　
　
『
ゴ
ソ
ザ
ー
ゴ
ー
殺
し
』
と
い
う
芝
居
で
あ
る
。
こ
の
芝
居
を
、
ハ
ム
レ
ッ
ト
は
、
現
在
の
王
で
あ
り
、
か
つ
彼
の
叔
父
で
も
あ
る
ク
ロ

　
　
ー
デ
ィ
ア
ス
の
目
の
前
で
上
演
す
る
。
こ
の
ク
ロ
ー
デ
ィ
ア
ス
こ
そ
は
、
ガ
イ
ス
ト
の
こ
と
ぽ
に
よ
れ
ば
、
父
の
仇
な
の
で
あ
る
。
そ
の

　
　
ク
ロ
ー
デ
ィ
ア
ス
の
前
で
、
ハ
ム
レ
ッ
ト
は
、
次
の
よ
う
な
筋
書
の
芝
居
を
上
演
す
る
。
一
あ
る
男
が
、
王
を
殺
し
、
そ
の
妃
を
我
が

　
　
も
の
と
し
、
王
位
に
就
く
一
こ
れ
は
父
の
ガ
イ
ス
ト
が
明
ら
か
に
し
た
と
こ
ろ
で
も
あ
っ
た
。
ハ
ム
レ
ッ
ト
は
、
こ
の
芝
居
に
ク
ロ
ー

　
　
デ
ィ
ア
ス
が
ど
う
反
応
す
る
か
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
決
断
の
自
由
と
自
立
性
」
を
得
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
実
際
、
ク
ロ
！
デ

　
　
ィ
ア
ス
は
、
芝
居
中
の
男
が
王
を
殺
す
場
面
で
動
揺
す
る
。
　
こ
の
事
実
を
手
に
し
た
ハ
ム
レ
ッ
ト
は
、
「
疑
う
ハ
ム
レ
ッ
ト
」
か
ら
一
変

　
　
し
て
「
行
動
す
る
ハ
ム
レ
ッ
ト
」
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
し
か
し
、
ハ
ム
レ
ッ
ト
の
「
疑
い
」
か
ら
「
行
動
」
へ
の
転
換
に
は
、
無
理
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
例
え
ば
、
喜
志
哲
雄
教
授
は
次

　
　
の
よ
う
な
点
を
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
な
る
ほ
ど
、
ク
ロ
ー
デ
ィ
ア
ス
は
劇
中
劇
に
対
し
て
あ
る
反
応
を
見
せ
は
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
ク
ロ
！
デ
ィ
ア
ス
が
ハ
ム
レ
ッ

　
　
　
　
ト
の
父
を
殺
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
い
は
こ
れ
ま
で
よ
り
も
濃
厚
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
疑
い
は
ど
こ
ま
で
行
っ
て

　
　
　
　
も
疑
い
で
し
か
な
い
。
志
賀
直
哉
流
に
言
え
ば
、
「
こ
れ
が
事
実
の
証
拠
と
し
て
何
に
な
る
！
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
劇
中
劇
を

　
　
　
　
通
し
て
ハ
ム
レ
ッ
ト
が
手
に
入
れ
る
の
は
、
お
そ
ら
く
犯
罪
捜
査
に
お
い
て
状
況
証
拠
と
か
心
証
と
か
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

　
　
　
　
そ
れ
は
客
観
的
な
い
し
科
学
的
な
証
拠
で
は
な
い
。

　
　
　
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
ω
に
於
い
て
、
ハ
ム
レ
ッ
ト
は
「
別
の
証
明
を
企
て
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
「
証
明
」
は
、
「
客
観

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
的
な
い
し
科
学
的
証
拠
」
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
い
。
「
男
殺
し
」
の
場
面
で
動
揺
し
た
ク
ロ
ー
デ
ィ
ア
ス
は
、
お
そ
ら
く
封
殺
し
の
犯

　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
人
に
ち
が
い
な
い
一
こ
の
よ
う
な
主
観
的
な
い
し
独
断
的
な
確
信
に
よ
っ
て
、
ハ
ム
レ
ッ
ト
は
、
復
讐
と
い
う
行
動
へ
と
向
う
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

鱒
る
。
．
」
の
よ
う
な
馨
を
、
喜
志
教
授
に
倣
っ
て
「
劇
的
真
景
と
呼
ん
で
お
．
」
う
。
し
か
し
、
．
」
の
劇
的
真
実
が
、
嶺
的
．
独
断
的

2　
　
　
　
　
　
劇
と
し
て
の
『
精
神
現
象
学
』
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@
な
真
実
で
あ
る
こ
と
は
、
あ
ま
り
に
も
明
白
で
あ
る
。
事
実
、
こ
の
芝
居
を
見
て
動
揺
し
た
ク
ロ
ー
デ
ィ
ア
ス
は
叫
ぶ
。

　
　
　
　
O
ぞ
Φ
罠
。
。
。
o
ヨ
①
諏
σ
q
ぽ
．

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ

　
　
　
一
一
α
q
算
は
灯
り
で
あ
り
、
ま
た
証
し
で
も
あ
ろ
う
。
ク
ロ
ー
デ
ィ
ア
ス
は
志
賀
直
哉
が
『
ク
ロ
ー
デ
ィ
ア
ス
の
臼
記
』
で
見
抜
い
た
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
に
「
こ
れ
が
事
実
の
証
拠
と
し
て
何
に
な
る
！
」
と
、
ハ
ム
レ
ッ
ト
の
一
人
よ
が
り
を
非
難
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ハ
ム
レ
ヅ
ト
の

　
　
知
を
高
く
評
価
す
る
ヘ
ー
ゲ
ル
へ
の
非
難
で
も
あ
る
。

　
　
　
喜
志
教
授
に
よ
れ
ば
、
劇
中
劇
が
二
部
構
成
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
非
難
を
無
効
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
し
か
し
、

　
　
現
代
の
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
解
釈
を
知
ら
ぬ
一
八
〇
六
年
の
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
先
の
非
難
に
ど
う
答
え
よ
う
と
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
ん
な
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
人
よ
が
り
な
確
信
で
「
決
断
の
自
由
と
自
立
性
」
を
得
る
ハ
ム
レ
ッ
ト
は
、
単
に
自
由
な
、
つ
ま
り
勝
手
な
人
物
で
し
か
な
い
の
で
は
な

　
　
い
か
。

三
　
ヘ
ー
ゲ
ル
の
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
私
達
は
、
へ
…
ゲ
ル
が
、
ハ
ム
レ
ッ
ト
を
、
彼
が
ガ
イ
ス
ト
を
疑
い
、
「
独
自
の
企
て
」
で
「
決
断
の
自
由
と
自
立
性
」
を
得
よ
う
と

す
る
点
で
、
高
く
評
価
し
て
い
る
の
を
見
た
。
し
か
し
、
そ
の
「
独
自
の
企
て
」
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
る
「
自
由
と
自
立
性
」
は
、
今
見

た
よ
う
に
“
勝
手
”
で
」
人
よ
が
り
”
と
言
っ
て
も
よ
い
も
の
な
の
で
あ
る
。

　
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
い
っ
た
い
、
ハ
ム
レ
ッ
ト
の
「
疑
い
」
、
そ
し
て
「
企
て
」
「
証
明
」
の
う
ち
に
何
を
見
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
明

ら
か
に
し
て
い
く
た
め
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
自
身
が
「
疑
う
」
と
い
う
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
『
精
神
現
象
学
』
で
遂
行
し
て
い
る
か
を
、
へ
！

ゲ
ル
の
見
た
ハ
ム
レ
ッ
ト
を
導
き
の
糸
と
し
て
、
見
て
行
こ
う
。
も
し
、
ヘ
ー
ゲ
ル
が
ハ
ム
レ
ッ
ト
の
う
ち
に
自
分
自
身
の
姿
を
習
い
出

し
て
い
た
と
し
た
ら
、
ヘ
ー
ゲ
ル
自
身
の
「
疑
い
」
の
遂
行
の
う
ち
に
、
先
の
非
難
に
対
す
る
答
え
が
見
い
出
せ
る
は
ず
で
あ
る
。

〔
三
1
1
〕
　
学
の
出
現



　
　
　
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
こ
の
『
精
神
現
象
学
』
を
、
ま
ず
、
『
意
識
の
経
験
の
学
』
と
し
て
書
き
始
め
て
い
る
。
そ
の
緒
論
（
蛍
爵
一
⑦
ぎ
譲
）
の

　
　
冒
頭
に
於
い
て
、
へ
！
ゲ
ル
は
、
次
の
よ
う
な
知
を
批
判
す
る
。
一
方
に
真
理
・
絶
対
者
を
置
き
、
他
方
に
認
識
を
置
く
知
を
批
判
す
る

　
　
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
知
は
、
真
理
を
認
識
し
よ
う
と
す
る
時
、
「
誤
り
は
し
な
い
か
と
恐
れ
」
（
①
蒔
）
て
、
ま
ず
自
分
の
認
識
作
用
そ

　
　
の
も
の
の
吟
味
か
ら
始
め
る
。
し
か
し
、
こ
の
知
が
「
誤
り
は
し
な
い
か
と
恐
れ
る
こ
と
は
、
実
際
に
は
、
真
理
を
恐
れ
て
い
る
こ
と
を
、

　
　
自
ら
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
」
（
①
㎝
）
と
、
へ
f
ゲ
ル
は
述
べ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
も

　
　
　
私
達
は
、
こ
x
に
、
マ
ク
ベ
ス
と
同
じ
知
の
在
り
方
－
運
算
か
ら
真
理
を
疎
遠
な
る
も
の
と
し
て
彼
岸
に
置
い
て
し
ま
う
知
の
在
り

　
　
方
が
批
判
さ
れ
て
い
る
の
を
見
る
。
ま
た
、
「
認
識
作
用
の
吟
味
」
と
い
う
点
に
注
目
す
れ
ば
、
こ
れ
は
カ
ン
ト
や
そ
の
亜
流
へ
の
批
判

　
　
で
も
あ
ろ
う
。

　
　
　
さ
て
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
こ
の
よ
う
な
知
へ
の
批
判
を
次
の
よ
う
に
根
拠
付
け
る
。

　
　
　
　
　
こ
の
よ
う
に
言
う
の
は
、
次
の
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
絶
対
者
の
み
が
真
で
あ
り
、
真
な
る
も
の
の
み
が
絶
対
で
あ
る
。

　
　
　
　
（
①
q
）

　
　
　
こ
の
一
人
よ
が
り
な
断
定
と
も
言
い
得
る
へ
：
ゲ
ル
の
叙
述
に
関
し
て
、
私
達
は
、
次
の
こ
と
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
こ
の
「
絶
対
者
」
・
「
真
な
る
も
の
」
は
、
認
識
の
外
に
、
認
識
に
対
立
し
て
存
在
す
る
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
何
故
な

　
　
ら
ば
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
「
真
理
」
（
「
真
な
る
も
の
」
）
・
「
絶
対
老
」
を
自
分
の
外
に
置
き
、
そ
れ
と
対
立
す
る
知
の
あ
り
方
を
批
判
し
、
そ

　
　
の
根
拠
と
し
て
、
先
の
“
断
定
”
へ
到
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
。
従
っ
て
、
こ
の
「
真
理
」
・
「
絶
対
者
」
は
、
認
識
と
対
立
す
る
も
の
で
は

　
　
な
い
。
と
す
れ
ば
、
認
識
と
一
体
と
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
こ
の
知
は
「
純
粋
」
な
知
な
の
で
あ
る
。

　
　
　
し
か
し
、
同
時
に
、
　
こ
の
純
粋
な
知
を
基
点
と
し
て
、
そ
の
ま
玉
進
も
う
と
す
る
知
の
あ
り
方
も
ヘ
ー
ゲ
ル
は
批
判
す
る
。
　
つ
ま
り

　
　
「
学
に
於
い
て
、
他
人
の
思
想
の
権
威
に
屈
す
る
こ
と
な
く
、
全
て
を
自
分
で
吟
味
し
、
た
ゴ
自
分
の
確
信
に
の
み
に
従
っ
て
行
こ
う
と

19

@
す
る
決
意
、
も
っ
と
上
手
く
言
う
な
ら
ば
、
全
て
を
自
分
で
産
出
し
、
自
分
の
行
為
の
み
を
真
理
と
見
徹
そ
う
と
す
る
決
意
」
（
①
刈
）
を
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@
持
っ
て
、
学
を
始
め
る
立
場
を
、
へ
！
ゲ
ル
は
批
判
す
る
。
「
真
理
と
学
へ
の
真
面
目
な
情
熱
」
（
①
刈
）
を
持
っ
て
、
他
者
の
権
威
に
頼
る

　
　
こ
と
な
く
学
を
始
め
ん
と
す
る
人
々
を
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
「
そ
の
よ
う
な
や
り
方
で
は
真
理
は
現
わ
れ
て
は
来
ず
、
た
父
、
自
分
の
確
信

　
　
に
基
づ
い
て
い
る
ん
だ
、
と
い
う
虚
栄
の
み
が
、
他
者
の
権
威
に
頼
る
人
々
と
異
な
る
だ
け
だ
（
大
意
）
」
（
①
G
。
）
と
批
判
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
　
私
達
は
、
こ
鼠
に
、
自
分
の
確
信
に
基
づ
い
て
疑
う
こ
と
な
く
一
直
線
に
行
動
し
た
ア
ン
テ
ィ
ゴ
ネ
の
知
の
あ
り
方
が
、
ア
ポ
ロ
ン
の

　
　
神
託
を
そ
の
ま
蕊
信
じ
て
行
動
し
た
オ
レ
ス
テ
ス
や
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
の
知
の
あ
り
方
と
共
に
、
批
判
さ
れ
て
い
る
の
を
見
る
。
つ
ま
り

　
　
「
思
慮
深
く
」
な
く
「
根
本
的
」
で
な
い
知
が
批
判
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
哲
学
史
的
に
は
、
フ
ィ
ヒ
テ
の
主
観
哲
学
が
ヘ
ー
ゲ
ル
の

　
　
念
頭
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
で
は
、
先
の
「
絶
対
老
の
み
が
真
で
あ
り
、
真
な
る
も
の
の
み
が
絶
対
で
あ
る
」
と
い
う
“
断
定
”
で
『
意
識
の
経
験
の
学
』
を
始
め

　
　
よ
う
と
す
る
へ
！
ゲ
ル
自
身
は
ど
の
よ
う
に
進
ん
で
行
こ
う
と
す
る
の
か
。

　
　
　
へ
！
ゲ
ル
は
、
こ
の
よ
う
に
出
現
し
て
き
た
学
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
　
　
　
学
が
登
場
し
て
く
る
そ
の
場
に
於
い
て
は
、
そ
の
学
自
身
は
現
象
（
甲
ω
9
・
ヨ
§
σ
q
）
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
学
は
登
場
し
て
き
た
と
言

　
　
　
　
っ
て
も
、
真
の
学
と
し
て
展
開
・
完
遂
さ
れ
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
（
中
略
）
学
は
、
こ
の
よ
う
な
（
現
象
と
い
う
）
状
態
か
ら

　
　
　
　
脱
け
出
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
学
が
そ
の
よ
う
な
状
態
へ
と
向
っ
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
学
は
そ
の
状
態
を
脱
け
出

　
　
　
　
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
（
①
①
）

　
　
へ
…
ゲ
ル
は
、
学
の
存
在
を
主
張
す
る
の
で
は
な
い
。
「
学
が
存
在
す
る
」
と
主
張
す
れ
ば
、
他
の
学
も
同
様
に
己
れ
の
存
在
を
主
張
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
る
で
あ
ろ
う
し
、
逆
に
否
定
す
れ
ぽ
、
結
局
は
よ
り
好
ま
し
き
学
の
予
感
に
身
を
委
ね
る
他
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
で
は
な
く
て
、

　
　
ヘ
ー
ゲ
ル
は
「
こ
の
学
は
真
か
」
を
問
う
べ
く
、
学
の
現
象
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
た
知
、
つ
ま
り
現
象
知
へ
と
、
ま
ず
向
う
の
で
あ
る
。

　
　
故
に
、
こ
こ
に
現
象
し
て
き
た
学
は
、
現
象
知
と
そ
れ
を
対
象
と
す
る
〈
我
々
〉
に
分
裂
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
こ
の
こ
と
は
、
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
に
於
い
て
は
、
ハ
ム
レ
ッ
ト
が
、
ガ
イ
ス
ト
の
現
象
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
た
心
の
ざ
わ
め
き
の
正
体
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を
見
究
め
よ
う
と
し
た
こ
と
に
対
応
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
彼
は
ガ
イ
ス
ト
の
存
在
を
主
張
す
る
の
で
は
な
い
。
ガ
イ
ス
ト
の
存
在
が
確

実
と
な
れ
ば
、
彼
は
そ
の
ま
工
復
讐
へ
と
走
り
オ
レ
ス
テ
ス
の
よ
う
な
悲
劇
を
演
じ
た
で
あ
ろ
う
。
逆
に
、
ガ
イ
ス
ト
の
実
在
を
否
定
す

る
な
ら
ぽ
、
よ
り
好
ま
し
い
真
理
に
身
を
委
る
し
か
な
く
マ
ク
ベ
ス
の
如
き
最
期
を
む
か
え
た
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
彼
は
ガ
イ
ス
ト
の
現

象
を
少
し
も
疑
っ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
現
象
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
た
知
を
少
し
も
疑
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
で
あ
る

か
ら
こ
そ
、
自
分
の
目
で
は
っ
き
り
と
見
た
ガ
イ
ス
ト
の
現
象
の
正
体
を
見
究
め
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
現
象
の
背
後
に
真
理
が
隠
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
ガ
イ
ス
ト
は
悪
魔
か
も
知
れ
ぬ
と
疑
い
、
現
象
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
た
知
の
確
実
性
を
疑
う
の
で
あ
る
。

　
自
分
の
冒
を
信
じ
ぬ
者
に
は
こ
の
よ
う
な
疑
問
は
起
ら
な
い
。
「
亡
霊
な
ど
迷
信
だ
」
と
い
う
常
識
（
ハ
ム
レ
ッ
ト
の
言
う
『
わ
れ
わ

れ
の
哲
学
』
）
に
よ
っ
て
自
分
の
見
た
現
象
を
否
定
し
、
常
識
の
世
界
へ
逃
げ
込
む
で
あ
ろ
う
。
　
こ
れ
に
対
し
て
、
　
ハ
ム
レ
ッ
ト
は
「
わ

れ
わ
れ
の
哲
学
で
は
と
う
て
い
考
え
及
ば
ぬ
」
現
象
を
見
て
も
、
こ
れ
を
“
哲
学
”
に
よ
っ
て
否
定
し
よ
う
と
し
な
い
。
し
か
し
同
時
に
、

あ
く
ま
で
も
そ
の
現
象
の
正
体
を
見
究
め
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
探
究
は
、
現
象
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
た
知
の
確
実
性

を
検
証
す
る
こ
と
か
ら
開
始
さ
れ
る
。
こ
の
時
、
「
ガ
イ
ス
ト
は
悪
魔
か
」
と
ハ
ム
レ
ッ
ト
に
問
い
か
け
ら
れ
た
人
々
は
、
は
じ
め
て
劇

の
う
ち
に
何
を
見
る
べ
き
か
を
了
解
し
て
真
の
観
客
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
ヘ
ー
ゲ
ル
も
ハ
ム
レ
ッ
ト
も
、
ガ
イ
ス
ト
（
学
）
の
現
象
に
魅
入
ら
れ
た
、
と
言
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
彼
ら
の
強
靱
な
魂

は
、
こ
の
現
象
の
正
体
を
明
ら
か
に
す
べ
く
、
現
象
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
た
知
の
確
実
性
を
、
〈
我
々
〉
の
目
の
前
で
、
検
証
し
て
行
く

の
で
あ
る
。

〔
三
i
2
〕
　
疑
う
意
識
と
そ
の
経
験

　
さ
て
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
こ
の
現
象
知
の
叙
述
（
u
p
盗
亀
§
α
q
H
演
技
）
を
、
「
自
然
な
意
識
が
真
の
知
へ
と
突
き
進
む
道
」
（
①
刈
）
と
規

定
す
る
。
ま
た
、
予
め
設
け
ら
れ
た
駅
を
遍
歴
し
て
行
く
「
魂
の
道
」
（
亀
）
と
も
呼
ぶ
。

　
　
そ
し
て
、
魂
は
自
分
自
身
を
完
全
に
経
験
し
て
行
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
が
本
来
（
き
の
一
9
器
一
び
ω
け
）
何
で
あ
る
か
を
知
る
に
至

　
　
　
　
劇
と
し
て
の
『
精
神
現
象
学
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り
、
自
分
自
身
を
ガ
イ
ス
ト
へ
と
浄
化
す
る
の
で
あ
る
。
（
①
刈
）

　
自
然
な
意
識
を
魂
と
呼
ぶ
時
、
「
真
の
知
」
つ
ま
り
学
は
ガ
イ
ス
ト
と
呼
ば
れ
る
。
し
か
し
、
　
こ
の
自
然
な
意
識
・
魂
は
、
決
し
て
ガ

イ
ス
ト
そ
の
も
の
を
問
う
の
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
も
、
自
分
自
身
を
思
い
、
自
分
を
経
験
し
て
行
く
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
結
果

と
し
て
、
学
・
ガ
イ
ス
ト
が
明
ら
か
と
な
る
の
で
あ
り
、
同
時
に
、
そ
こ
か
ら
見
れ
ば
、
そ
れ
ま
で
の
展
開
そ
の
も
の
も
学
・
ガ
イ
ス
ト

の
展
開
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
自
然
な
意
識
の
辿
る
道
は
、
単
な
る
向
上
の
道
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
「
疑
い
の
道
（
山
①
同
く
『
O
σ
q
山
①
o
励
　
N
≦
o
竃
①
一
ω
）
L
（
①
刈
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

の
道
で
あ
り
、
ま
た
、
「
絶
望
の
道
（
山
2
≦
£
α
舞
く
五
戸
践
鉱
琶
σ
Q
）
」
（
零
）
で
も
あ
る
。
意
識
は
、
自
分
の
知
を
疑
う
。
し
か
し
、
「
こ

の
道
で
生
じ
る
の
は
、
ふ
つ
う
『
疑
い
』
と
い
う
こ
と
ぽ
で
理
解
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
あ
れ
こ
れ
の
思
い
込

ま
れ
て
い
る
真
理
に
つ
い
て
ち
ょ
っ
と
迷
っ
て
は
み
る
が
、
こ
の
疑
い
は
う
ま
い
具
合
に
消
え
て
し
ま
っ
て
、
は
じ
め
の
真
理
へ
と
戻
り
、

結
局
、
事
態
は
元
の
ま
x
で
あ
る
、
と
い
う
よ
う
な
『
疑
い
』
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
」
（
禽
）
こ
の
よ
う
な
疑
い
は
、
絶
望
す
る
こ
と
は

な
い
。
疑
い
（
N
壽
腎
一
）
が
絶
望
（
＜
⑦
嵩
≦
・
浮
ぽ
薦
）
に
な
る
の
は
次
の
よ
う
な
時
で
あ
る
。
「
現
象
知
に
と
っ
て
最
も
リ
ア
ル
な
も
の

が
、
実
際
に
は
、
む
し
ろ
リ
ア
ル
に
な
る
こ
と
の
な
い
概
念
に
す
ぎ
な
い
」
（
①
刈
）
と
い
う
こ
と
が
、
現
象
知
自
身
に
意
識
さ
れ
る
時
で

あ
る
、
と
ヘ
ー
ゲ
ル
は
述
べ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
で
は
、
こ
の
現
象
知
“
自
然
な
意
識
は
、
ど
の
よ
う
に
疑
い
、
ど
の
よ
う
に
絶
望
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
こ
の
意
識
が
疑
う
時
、
へ
…
ゲ
ル
が
強
調
す
る
の
は
、
次
の
二
点
で
あ
る
。
意
識
が
、
自
分
の
知
が
真
か
偽
か
吟
味
す
る
時
、

　
一
、
意
識
は
、
そ
の
規
準
を
自
分
自
身
に
於
い
て
与
え
る
。
（
謡
）

　
二
、
意
識
は
、
自
分
自
身
で
吟
味
す
る
。
（
9
熱
σ
）

こ
の
理
由
を
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
「
意
識
は
、
一
方
に
於
い
て
は
、
対
象
の
意
識
で
あ
り
、
他
方
に
於
い
て
は
、
自

分
自
身
の
意
識
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
意
識
は
、
自
分
に
と
っ
て
真
な
る
も
の
の
意
識
で
あ
り
、
ま
た
同
時
に
、
そ
れ
に
関
す
る
自
分



　
　
の
知
の
意
識
な
の
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
が
意
識
に
対
し
て
あ
る
の
だ
か
ら
、
意
識
自
身
が
こ
の
二
つ
を
比
較
す
る
の
で
あ
る
。
」
（
刈
b
O
）

　
　
　
意
識
は
、
“
知
る
意
識
”
で
あ
る
時
、
こ
の
よ
う
に
分
裂
す
る
、
と
い
う
の
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
意
識
に
関
す
る
基
本
的
な
見
方
で
あ
る
。

　
　
そ
の
こ
と
は
、
先
に
ハ
ム
レ
ッ
ト
に
関
し
て
「
知
る
意
識
は
、
自
分
自
身
を
自
分
の
確
信
と
対
象
的
実
在
と
の
対
立
の
う
ち
に
置
く
し

　
　
（
α
置
）
と
述
べ
ら
れ
た
文
や
、
ま
た
、
別
の
連
関
で
の
「
意
識
は
、
自
分
自
身
の
確
信
と
対
象
と
の
対
立
に
よ
っ
て
、
成
立
し
て
い
る
。
」

　
　
（
蒔
ら
Q
Q
◎
）
と
い
う
叙
述
に
於
い
て
見
ら
れ
る
。
こ
の
時
、
知
ら
れ
る
も
の
1
1
対
象
が
、
絶
対
者
で
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、

　
　
ま
ず
、
意
識
の
“
知
る
”
と
い
う
運
動
そ
の
も
の
に
注
鼠
し
て
い
る
。

　
　
　
さ
て
、
意
識
が
分
裂
し
、
自
分
の
知
を
疑
っ
て
吟
味
し
て
行
こ
う
と
す
る
時
、
規
準
と
な
る
の
は
「
自
分
に
と
っ
て
平
な
る
も
の
」
で

　
　
あ
る
。
こ
れ
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
「
そ
も
そ
も
意
識
が
対
象
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
と
い
う
ま
さ
に
そ
の
時
、
次
の
よ
う
な
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
別
が
生
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
何
か
が
意
識
に
と
っ
て
》
訂
m
一
疋
と
し
て
在
り
、
他
方
、
別
の
モ
メ
ン
ト
が
知
と
し
て
つ
ま
り

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
意
識
に
対
す
る
対
象
の
存
在
と
し
て
在
る
の
で
あ
る
。
し
（
刈
邸
）
こ
の
〉
嵩
ω
ざ
プ
と
し
て
の
「
何
か
し
が
規
準
と
な
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ

　
　
れ
は
、
決
し
て
、
絶
対
的
真
理
や
客
観
的
真
理
で
は
な
い
。
し
か
し
、
私
達
が
、
意
識
に
対
し
て
外
か
ら
“
客
観
的
μ
真
理
を
提
出
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
も
、
そ
れ
ら
は
「
私
達
に
と
っ
て
」
（
日
回
）
の
真
理
で
し
か
な
い
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
　
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
こ
の
よ
う
に
し
か
真
理
を
把
握

　
　
す
る
こ
と
の
で
き
ぬ
私
達
の
知
の
あ
り
方
を
、
現
象
知
と
い
う
鏡
に
映
る
私
達
自
身
の
知
の
姿
と
し
て
、
見
て
行
こ
う
と
す
る
の
で
あ

　
　
る
。

　
　
　
さ
て
、
意
識
は
、
自
分
の
知
と
こ
の
》
奪
回
魯
を
比
較
す
る
。
「
こ
の
比
較
に
於
い
て
、
両
者
が
対
応
し
な
い
」
（
刈
ト
っ
）
と
い
う
場
合
が

　
　
生
ず
る
。
従
っ
て
、
「
意
識
は
、
対
象
に
合
わ
せ
る
た
め
に
、
自
分
の
知
を
変
え
ね
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
知
が
変
化

　
　
す
る
と
同
時
に
、
実
際
に
は
、
対
象
自
身
も
変
化
す
る
の
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
意
識
が
手
も
と
に
持
っ
て
い
た
知
は
、
本
質
的
に
、

　
　
対
象
に
関
す
る
知
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
従
っ
て
、
知
と
共
に
、
対
象
も
別
の
も
の
に
な
る
の
で
あ
る
か
ら
。
つ
ま
り
、
こ
の
対
象
は
、

23
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本
質
的
に
、
こ
の
知
に
属
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
意
識
に
は
次
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
意
識
に
と
っ
て
以
前
に
は
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》
浅
詩
潮
で
あ
っ
た
も
の
が
、
（
今
や
）
霞
ω
δ
げ
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
そ
の
》
冨
ざ
げ
は
、
葱
識
鈴
ど
伊
で
の
み

　
　
§
罫
｝
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
L
（
『
b
◎
）
こ
X
に
於
い
て
、
「
疑
う
意
識
」
は
、
「
絶
望
す
る
意
識
」
と
な
る
。
何
故
な
ら
ば
、
「
現
象
知
に

　
　
と
っ
て
最
も
リ
ア
ル
で
あ
る
も
の
」
1
1
》
鼠
畠
が
、
「
実
際
は
、
む
し
ろ
リ
ア
ル
に
な
る
こ
と
の
な
い
概
念
に
す
ぎ
な
い
」
と
い
う
こ
と

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
が
意
識
自
身
に
明
ら
か
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
こ
の
「
疑
い
」
か
ら
「
絶
望
」
へ
の
展
開
を
、
ハ
ム
レ
ッ
ト
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。

　
　
　
ハ
ム
レ
ッ
ト
の
目
の
前
に
は
、
何
食
わ
ぬ
顔
で
王
位
に
就
い
て
い
る
ク
ロ
ー
デ
ィ
ア
ス
が
い
る
。
　
し
か
し
、
　
ハ
ム
レ
ッ
ト
は
、
実
は

　
　
（
偉
・
謬
ω
一
号
）
ク
ロ
ー
デ
ィ
ア
ス
が
先
の
王
を
殺
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
疑
う
。
そ
し
て
、
彼
の
知
っ
て
い
る
ク
ロ
ー
デ
ィ
ア
ス
（
無
実

　
　
に
見
え
る
ク
画
一
デ
ィ
ア
ス
）
と
、
真
の
ク
ロ
ー
デ
ィ
ア
ス
（
先
王
を
殺
し
た
ク
ロ
ー
デ
ィ
ア
ス
）
を
、
見
較
べ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り

　
　
「
王
殺
し
」
の
芝
居
を
、
ク
ロ
ー
デ
ィ
ア
ス
に
見
せ
、
そ
れ
に
ど
う
反
応
す
る
か
を
見
る
の
で
あ
る
。
こ
の
時
、
ハ
ム
レ
ッ
ト
に
と
っ
て

　
　
規
準
と
な
る
の
は
、
真
の
ク
ロ
ー
デ
ィ
ア
ス
、
つ
ま
り
芝
居
中
の
王
殺
し
を
実
行
す
る
男
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
芝
居
に
、
そ
れ
を
見

　
　
て
い
た
ク
ロ
ー
デ
ィ
ア
ス
は
反
応
す
る
。
と
な
れ
ば
、
ハ
ム
レ
ヅ
ト
が
ク
ロ
ー
デ
ィ
ス
ア
ス
に
関
し
て
持
っ
て
い
た
知
は
修
正
さ
れ
ね
ぽ

　
　
な
ら
な
い
。
「
何
食
わ
ぬ
顔
で
王
位
に
就
い
て
い
る
ク
ロ
：
デ
ィ
ア
ス
は
、
実
は
取
殺
し
の
犯
人
で
あ
る
」
と
。
し
か
し
、
こ
の
新
ら
た

　
　
な
知
に
対
し
ハ
ム
レ
ッ
ト
が
先
程
と
同
じ
態
度
を
採
れ
ば
、
こ
の
知
に
対
応
し
た
新
た
な
対
象
が
想
像
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
と
な
れ
ぽ
、

　
　
今
得
た
こ
の
新
ら
た
な
知
も
、
彼
の
想
像
力
の
産
物
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
だ
。
彼
は
、
最
早
何
を
信
じ
て
よ
い
か
分
ぬ
絶
望
の
う
ち
に
い

　
　
る
。
故
に
、
彼
の
口
か
ら
は
「
あ
の
ガ
イ
ス
ト
は
悪
魔
で
は
な
い
」
と
い
う
断
定
は
、
聞
く
こ
と
は
で
き
ぬ
の
で
あ
る
。

　
　
　
ハ
ム
レ
ヅ
ト
は
、
疑
い
睡
自
分
の
知
の
吟
味
を
開
始
す
る
時
に
は
、
》
鼠
9
と
い
う
世
界
が
存
在
す
る
こ
と
を
信
じ
て
い
た
の
で
あ

　
　
る
。
目
の
前
の
現
象
の
背
後
に
》
鼠
畠
な
る
世
界
が
実
体
と
し
て
現
象
世
界
を
支
え
て
い
る
と
い
う
世
界
観
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
故

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
に
、
こ
の
二
つ
の
世
界
を
、
芝
居
と
し
て
の
世
界
（
諺
鼠
。
ゲ
）
と
現
実
と
し
て
比
較
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
、
彼
に
明
ら
か
に
な

　
　
つ
た
の
は
、
「
こ
の
》
諺
ざ
げ
は
自
分
に
と
っ
て
の
み
碧
m
一
二
で
あ
っ
た
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
x
に
於
い
て
、
　
ハ
ム
レ
ッ
ト
は



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
「
ク
ロ
ー
デ
ィ
ア
ス
が
犯
人
だ
」
と
い
う
真
理
を
得
る
の
で
は
な
い
。
そ
の
よ
う
な
真
理
一
劇
的
真
実
i
は
、
一
人
よ
が
り
な
真
理

　
　
で
し
か
な
い
。
む
し
ろ
、
ハ
ム
レ
ヅ
ト
は
、
自
分
の
知
を
吟
味
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
人
よ
が
り
で
な
い
客
観
的
真
理
な
ど
存
在
し
な

　
　
い
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
〉
づ
ω
ひ
も
、
結
局
、
自
分
に
と
っ
て
の
》
旨
。
。
一
畠
で
し
か
な
い
。
知
は
、
結
局
、
自
分
の
知
の
外
へ
出
る
こ

　
　
と
は
で
き
な
い
。
自
分
の
知
の
外
に
存
在
し
て
い
る
と
見
え
た
〉
コ
ω
同
畠
さ
え
も
、
結
局
、
自
分
の
知
に
対
し
て
し
か
存
在
し
得
な
い
の

　
　
で
あ
る
。
意
識
は
、
自
分
の
鼠
で
し
か
世
界
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
こ
の
よ
う
に
見
て
く
れ
ば
、
先
の
ハ
ム
レ
ッ
ト
へ
の
非
難
、
つ
ま
り
「
客
観
的
な
真
理
ー
ク
ロ
ー
デ
ィ
ア
ス
が
先
王
を
殺
し
た
か
ど

　
　
う
か
一
は
、
ハ
ム
レ
ッ
ト
の
視
野
、
す
な
わ
ち
知
の
う
ち
で
は
決
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ハ
ム
レ
ッ
ト
の
知
の
外
に
客
観
的
真
理

　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
が
存
在
す
る
は
ず
だ
。
そ
れ
を
無
視
す
る
『
劇
的
真
実
』
と
は
、
一
人
よ
が
り
な
真
実
で
し
か
な
い
」
と
い
う
非
難
は
、
実
は
絶
望
を
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
ら
ぬ
楽
天
的
な
非
難
で
し
か
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
「
客
観
的
真
理
」
は
、
結
局
、
そ
れ
を
主
張
す
る
人
々
に
と
っ
て
の
真
理
で
し
か
な

　
　
い
の
で
あ
る
か
ら
。
む
し
ろ
、
こ
の
非
難
こ
そ
が
、
「
客
観
的
真
理
」
の
存
在
を
独
断
的
に
主
張
す
る
一
人
よ
が
り
な
非
難
で
あ
る
、
お

　
　
そ
ら
く
ヘ
ー
ゲ
ル
は
こ
う
言
う
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
で
は
、
こ
の
よ
う
に
疑
う
（
暑
Φ
一
h
①
ぎ
）
こ
と
を
究
極
ま
で
押
し
進
め
て
絶
望
（
＜
Φ
匿
毛
⑦
一
h
巴
§
σ
q
）
へ
と
至
っ
た
意
識
は
、
ど
の
よ
う
に

　
　
し
て
そ
こ
か
ら
立
ち
上
が
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
絶
望
の
う
ち
で
は
「
先
の
対
象
は
、
》
匿
ざ
げ
で
あ
る
こ
と
を
止
め
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
（
そ
の
対
象
は
）
意
識
に
と
っ
て
、

　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヨ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
意
識
に
対
し
て
の
み
毎
誤
画
き
で
あ
る
も
の
に
な
る
。
」
（
『
。
。
）
こ
の
意
識
に
対
し
て
の
み
》
屡
ざ
げ
で
あ
る
も
の
は
、
他
の
誰
れ
で
も

　
　
な
い
当
の
意
識
に
対
し
て
は
》
口
。
・
甘
げ
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
意
識
が
気
付
く
時
、
こ
の
》
コ
ω
ざ
ゲ
は
別
の
姿
で
現
わ
れ
て
く
る
。
先
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
文
に
ヘ
ー
ゲ
ル
は
し
か
し
と
続
け
る
。
「
し
か
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
奪
乾
罫
が
意
識
に
対
し
て
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

　
　
真
な
る
こ
と
で
あ
り
、
し
か
も
、
そ
れ
は
、
そ
の
（
真
な
る
）
こ
と
が
実
在
、
す
な
わ
ち
意
識
の
対
象
と
な
る
こ
と
、
を
示
し
て
い
る
の

25

@
で
あ
る
。
こ
の
新
し
い
対
象
は
、
先
の
対
象
の
無
で
あ
る
こ
と
を
含
ん
で
い
る
。
こ
の
新
し
い
対
象
は
、
先
の
対
象
に
つ
い
て
な
さ
れ
た

22　
　
　
　
　
　
劇
と
し
て
の
『
精
神
現
象
学
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五
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八
六

（
意
識
の
）
経
験
（
の
結
果
）
な
の
で
あ
る
。
」
（
刈
ω
）
こ
の
時
、
意
識
は
一
八
○
度
転
換
す
る
。
何
故
な
ら
、
今
や
、
》
房
ざ
ゲ
は
音
脚
識

の
視
野
の
外
に
在
る
の
で
は
な
く
、
意
識
に
対
し
て
（
h
鋒
）
、
つ
ま
り
意
識
さ
れ
て
在
る
の
で
あ
る
か
ら
。
従
っ
て
、
意
識
は
、
目
の
前

の
現
象
の
外
に
実
体
的
世
界
が
在
る
の
で
は
な
い
か
、
と
疑
う
必
要
は
な
い
。
目
の
前
の
現
象
の
実
体
、
つ
ま
り
〉
コ
。
。
一
匹
は
意
識
自
身

が
は
っ
き
り
意
識
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
。
こ
の
時
、
意
識
は
、
》
鼠
取
を
意
識
し
て
い
る
自
分
を
対
象
と
す
る
自
意
識
に
転
換
す

　
　
　
（
3
1
）

る
の
で
あ
る
。
「
従
っ
て
、
感
覚
世
界
の
広
が
り
全
体
は
、
自
意
識
に
対
し
て
存
続
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
、
そ
れ
は
単
な
る

現
象
、
す
な
わ
ち
§
§
詠
に
は
存
在
を
持
た
ぬ
区
別
に
す
ぎ
な
い
。
」
（
δ
蒔
～
H
Q
。
α
）
何
故
な
ら
ば
、
自
意
識
に
と
っ
て
、
》
鼠
畠
は

そ
れ
を
意
識
し
て
い
る
自
分
の
意
識
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
故
に
、
自
意
識
は
眼
前
の
現
象
の
全
て
を
否
定
し
、
そ
れ
を
自
分
の
意
識
す

る
》
琶
昆
の
下
へ
と
同
化
し
て
い
こ
う
と
す
る
「
行
動
す
る
」
意
識
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
意
識
の
こ
の
よ
う
な
一
八
○
度
の
方
向
転
換
は
、
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
に
於
い
て
は
、
　
ハ
ム
レ
ッ
ト
の
「
ぼ
く
は
亡
霊
の
言
っ
た
こ
と
を

一
千
ポ
ン
ド
で
も
買
う
そ
…
…
」
と
い
う
台
詞
に
示
さ
れ
て
い
る
。
彼
は
ク
ロ
ー
デ
ィ
ア
ス
の
動
揺
を
見
て
「
ク
ロ
ー
デ
ィ
ア
ス
が
犯
人

で
あ
る
こ
と
」
を
客
観
的
事
実
と
し
て
認
め
た
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
そ
れ
が
対
象
に
つ
い
て
の
自
分
自
身
の
概
念
で
し
が
な
か
っ
た

こ
と
に
気
付
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
絶
望
の
中
で
彼
は
決
断
を
強
ら
れ
る
。
こ
の
時
、
彼
は
誰
れ
に
も
頼
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
自
分
で

決
断
せ
ね
ぽ
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
へ
：
ゲ
ル
の
言
う
「
決
断
の
自
由
と
自
立
性
」
が
問
題
と
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
そ
の
時
、
彼
は

眼
前
の
世
界
を
「
感
覚
世
界
の
ひ
ろ
が
り
全
体
」
と
見
倣
し
、
そ
の
中
に
自
分
に
と
っ
て
の
真
実
、
自
分
の
確
信
す
る
と
こ
ろ
を
実
現
せ

ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
喜
志
教
授
の
よ
う
に
、
次
の
如
く
に
言
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。

　
　
　
ハ
ム
レ
ッ
ト
は
す
べ
て
を
見
よ
う
と
し
た
。
そ
し
て
、
す
べ
て
は
芝
居
に
お
い
て
し
か
見
え
な
い
こ
と
を
知
っ
た
。
だ
か
ら
、
自

　
　
ら
の
状
況
を
芝
居
と
し
て
捉
え
、
自
ら
の
存
在
を
】
っ
の
役
割
と
し
て
捉
え
る
の
は
、
彼
に
と
っ
て
は
切
羽
詰
っ
た
挙
句
の
行
為
な

　
　
　
　
（
3
2
）

　
　
の
で
あ
る
。

　
「
感
覚
世
界
の
ひ
ろ
が
り
全
体
し
を
見
渡
せ
る
視
点
と
は
、
ま
さ
に
「
芝
居
」
を
見
る
視
点
で
あ
り
、
そ
の
「
芝
居
」
の
中
で
行
動
す



　
　
る
こ
と
は
、
必
然
的
に
一
つ
の
役
割
を
演
ず
る
（
急
話
け
。
＝
Φ
コ
）
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
役
割
は
、
自
分
が
決
め
た
役
割
な

　
　
の
で
あ
る
。
ハ
ム
レ
ッ
ト
は
、
そ
の
役
割
を
自
分
の
手
で
得
る
た
め
に
は
、
「
絶
望
」
か
ら
立
ち
上
が
り
、
「
芝
居
」
（
諺
邑
畠
）
を
意
識

　
　
し
た
自
分
を
対
象
と
し
て
、
「
芝
居
」
の
中
へ
入
っ
て
行
く
し
が
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
し
か
、
進
ん

　
　
で
行
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
人
は
行
動
し
よ
う
と
す
る
時
、
あ
る
決
断
を
せ
ま
ら
れ
る
。
決
断
す
る
た
め
に
全
て
を
見
よ
う
と
す
る
。
見
え
て
い
る
世
界
の
背
後
を

　
　
も
見
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
背
後
世
界
が
見
え
る
世
界
に
な
っ
た
時
、
そ
の
新
ら
た
な
見
え
る
世
界
の
背
後
に
再
び
見
え
ざ
る
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
界
が
生
ず
る
。
人
は
、
永
久
に
決
断
は
で
き
な
い
。
そ
の
こ
と
に
気
付
い
た
時
、
人
は
全
て
を
見
る
こ
と
を
諦
ら
め
ね
ぽ
な
ら
な
い
。
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
れ
は
、
絶
望
的
状
況
で
あ
る
。
し
か
し
、
行
動
へ
の
決
断
を
下
す
時
、
人
は
、
自
分
が
見
よ
う
と
欲
す
る
全
体
を
全
体
で
あ
る
と
明
ら
め

　
　
て
、
行
動
に
移
る
。
そ
こ
に
、
自
立
的
で
自
由
な
決
断
が
生
ず
る
。

　
　
　
で
は
、
「
行
動
」
へ
と
向
つ
た
自
意
識
や
ハ
ム
レ
ッ
ト
は
ど
う
な
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
「
自
意
識
は
、
全
く
一
入
よ
が
り
（
ω
O
び
一
⑦
O
げ
叶
ゲ
一
旨
　
　
h
⇔
『
　
　
ω
一
〇
ず
）
で
あ
り
、
そ
の
対
象
を
す
ぐ
さ
ま
否
定
さ
る
べ
き
性
格
の
も
の
と
し
て

　
　
示
す
、
つ
ま
り
、
自
意
識
は
差
し
当
っ
て
は
欲
望
で
あ
る
。
従
っ
て
、
そ
こ
で
自
意
識
が
経
験
す
る
の
は
、
対
象
の
自
立
性
な
の
で
あ

　
　
る
。
」
（
H
c
Q
α
）
行
動
す
る
意
識
は
、
眼
前
の
対
象
を
否
定
し
よ
う
と
行
動
す
る
や
否
や
、
対
象
の
自
立
性
に
ぶ
つ
か
る
。
こ
れ
は
、
『
ハ
ム

　
　
レ
ッ
ト
』
で
は
、
ハ
ム
レ
ッ
ト
が
行
動
に
移
る
や
否
や
、
彼
の
全
て
の
行
動
が
彼
の
思
惑
を
裏
切
る
こ
と
に
鮒
応
ず
る
。
そ
し
て
、
へ
…

　
　
ゲ
ル
が
、
対
象
の
自
立
性
を
経
験
し
た
自
意
識
と
そ
の
対
象
で
あ
る
自
意
識
と
の
「
和
解
し
目
「
相
互
承
認
」
を
目
標
と
し
て
行
く
の
と

　
　
同
様
に
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
も
、
ハ
ム
レ
ッ
ト
と
レ
ア
チ
ー
ズ
の
「
和
解
」
を
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
の
結
末
と
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
時
、

　
　
『
精
神
現
象
学
』
で
は
、
そ
の
主
人
公
の
自
意
識
が
絶
対
的
ガ
イ
ス
ト
ー
1
神
を
認
め
、
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
で
は
主
人
公
ハ
ム
レ
ッ
ト
が
「
雀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

　
　
一
匹
落
ち
る
の
に
も
神
の
特
別
な
思
召
が
あ
る
」
と
神
の
存
在
を
認
め
る
。
両
者
の
経
験
1
一
歴
史
は
、
最
後
に
は
神
妙
論
と
な
る
。
そ
う

27

@
な
っ
て
は
じ
め
て
「
和
解
」
が
成
立
す
る
。
（
こ
の
「
和
解
」
に
関
し
て
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
明
ら
か
に
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
か
ら
そ
の
着
想

2
2
，
　
　
　
　
　
　
劇
と
し
て
の
『
精
神
現
象
学
』
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七
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八
八

㎜
毒
て
い
る
・
こ
の
こ
と
に
関
し
て
は
拙
稿
『
和
蟹
で
述
べ
琶

　
　
　
と
も
あ
れ
、
以
上
の
よ
う
に
見
て
く
れ
ば
、
ヘ
ー
ゲ
ル
が
、
ど
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、
マ
ク
ベ
ス
や
ギ
リ
シ
ャ
悲
劇
の
主
人
公
た
ち
よ

　
　
り
も
ハ
ム
レ
ッ
ト
を
高
く
評
価
し
て
い
た
か
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　
　
〔
三
1
3
〕
　
劇
と
し
て
の
『
精
神
現
象
学
』

　
　
　
さ
て
、
こ
の
よ
う
な
意
識
が
「
疑
い
の
道
」
・
「
絶
望
の
道
」
を
歩
ん
で
い
く
姿
を
眺
め
て
い
る
者
が
い
る
。
そ
れ
が
、
学
の
分
裂
に
よ

　
　
っ
て
生
じ
た
〈
我
々
〉
（
本
稿
八
○
頁
）
で
あ
る
。
こ
の
〈
我
々
〉
は
、
ハ
ム
レ
ッ
ト
の
よ
う
に
疑
い
絶
望
し
行
動
し
て
行
く
意
識
が
演
ず

　
　
る
（
α
帥
目
ω
θ
⑦
一
一
〇
コ
）
劇
を
見
る
観
客
と
な
る
。
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
の
観
客
が
「
ガ
イ
ス
ト
は
悪
魔
か
」
と
い
う
疑
問
を
与
え
ら
れ
て
劇
を
観

　
　
る
の
と
同
じ
く
、
こ
の
観
客
と
し
て
の
く
我
々
〉
も
「
最
初
に
出
現
し
た
学
は
真
の
学
か
」
と
い
う
疑
問
を
持
ち
続
け
た
ま
エ
、
意
識
の

　
　
経
験
の
劇
を
観
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
こ
の
観
客
と
し
て
の
く
我
々
〉
に
で
き
る
こ
と
は
、
裁
判
官
の
如
く
判
決
を
下
す
こ
と
で
は
な
く
、
「
た
だ
眺
め
る
こ
と
（
異
心
計
器

　
　
N
臣
見
繕
）
」
（
『
卜
⊃
）
だ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
場
面
の
転
換
、
　
つ
ま
り
意
識
と
そ
の
対
象
が
転
換
す
る
際
に
は
、
劇
の
必
然
性
に
そ
っ
た
場

　
　
が
設
定
さ
れ
ね
ぽ
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
観
客
で
あ
る
く
我
々
〉
の
心
の
動
き
を
熟
知
し
た
劇
作
家
の
仕
事
で
あ
る
。
従
っ
て
、
そ
の
新

　
　
ら
た
な
場
面
の
設
定
は
、
結
果
的
に
は
「
〈
我
々
〉
が
手
を
加
え
る
こ
と
」
（
謹
）
と
な
ろ
う
。
そ
の
時
、
そ
こ
に
き
ω
8
げ
。
餌
臼
律
「

　
　
§
。
・
と
い
う
モ
メ
ン
ト
が
現
わ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
場
面
が
転
換
し
た
時
、
観
客
で
あ
る
く
我
々
〉

　
　
に
と
っ
て
は
（
h
鋒
¢
諺
）
、
舞
台
上
の
事
態
（
§
ω
ざ
ゲ
）
は
明
ら
か
な
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
意
識
が
対
象
に
は
自
立
性
が
無
い
と
思
い

　
　
込
ん
で
行
動
に
移
る
時
、
実
は
（
o
旨
ω
一
〇
ゴ
）
そ
の
対
象
に
自
立
性
が
あ
る
こ
と
は
、
〈
我
々
〉
に
と
っ
て
は
（
h
貯
§
ω
）
明
ら
か
な
の
で

　
　
あ
る
。
つ
ま
り
、
帥
ロ
ω
ざ
ず
a
2
h
雪
暮
ω
の
。
餌
臼
と
は
、
意
識
の
劇
が
演
じ
ら
れ
て
い
る
舞
台
と
、
観
客
席
と
の
閾
を
示
す
も
の
な

　
　
の
で
あ
る
。

　
　
　
し
か
し
、
こ
の
〈
我
々
〉
も
、
絶
対
的
真
理
を
把
握
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。
意
識
の
劇
を
「
た
父
眺
め
る
」
時
の
〈
我
々
〉
は
、



そ
れ
自
体
、
意
識
で
あ
る
。
ま
た
、
場
面
の
転
換
の
際
に
「
手
を
加
え
る
」
八
我
々
〉
は
、
自
意
識
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
「
》
琶
簿
が
意

識
に
対
し
て
在
る
」
時
、
こ
の
意
識
は
自
意
識
で
あ
っ
た
。
今
、
こ
の
〉
琶
畠
が
〈
我
々
〉
と
い
う
意
識
に
対
し
て
在
る
の
で
あ
る
か

ら
、
「
乎
を
加
え
る
」
〈
我
々
〉
、
つ
ま
り
碧
ω
ざ
ぴ
鼠
興
ま
「
暮
ω
と
い
う
モ
メ
ン
ト
に
於
い
て
現
わ
れ
る
〈
我
々
〉
は
、
そ
れ
自
体
一

つ
の
自
意
識
な
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
自
意
識
も
、
劇
と
い
う
対
象
と
「
和
解
」
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
舞
台
上
の
自
意
識

が
「
和
解
」
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
劇
が
終
っ
た
時
、
は
じ
め
て
、
〈
我
々
〉
の
課
題
と
な
る
。
故
に
、
「
美
し
き
魂
」
を
超
え
出
る
こ
と
に

よ
っ
て
成
立
す
る
「
和
解
」
が
ガ
イ
ス
ト
の
章
と
、
絶
対
知
の
章
に
於
い
て
二
度
展
開
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
時
、
「
最
初

に
出
現
し
た
学
は
、
真
の
学
か
」
と
い
う
問
が
解
決
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
に
於
い
て
も
、
「
ガ
イ
ス
ト
は
悪
魔
か
」
と
い

う
問
は
最
後
ま
で
明
ら
か
に
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
観
客
が
解
く
問
題
な
の
で
あ
る
。

　
　
　
以
上
の
よ
う
に
、
私
達
は
、
　
ヘ
ー
ゲ
ル
が
、
ま
る
で
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
が
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
と
い
う
劇
を
書
い
た
よ
う
に
、
〈
我
々
〉

　
　
と
い
う
読
者
を
観
客
と
す
る
『
精
神
現
象
学
』
或
い
は
『
意
識
の
経
験
の
学
』
と
い
う
劇
を
書
い
て
い
る
の
を
見
て
き
た
。
も
ち
ろ
ん
、

　
　
『
精
神
現
象
学
』
の
含
む
内
容
は
、
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
豊
富
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
象
し
て
き
た
絶
対
的
真
理

　
　
が
疑
わ
れ
、
そ
の
疑
い
は
ひ
と
ま
ず
観
客
に
あ
ず
け
ら
れ
、
そ
の
観
客
の
前
で
意
識
自
身
が
自
分
の
知
を
疑
い
、
絶
望
し
、
次
に
一
転
し

　
　
て
行
動
へ
移
り
、
最
後
に
は
神
を
這
い
出
し
対
象
と
和
解
す
る
と
い
う
意
識
の
経
験
の
劇
の
骨
格
は
、
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
の
そ
れ
と
ピ
ッ

　
　
タ
リ
と
一
致
す
る
の
で
あ
る
。
違
い
と
言
え
ば
、
絶
対
的
真
理
に
関
す
る
疑
い
を
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
最
終
的
に
は
解
決
し
た
の
に
対
し
、
シ

　
　
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
は
観
客
に
投
げ
か
け
た
ま
N
に
し
て
お
い
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
違
い
は
、
見
方
を
変
え
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ

　
　
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
に
よ
っ
て
投
げ
か
け
ら
れ
た
問
を
ヘ
ー
ゲ
ル
が
自
分
な
り
に
こ
の
『
精
神
現
象
学
』
つ
ま
り
ガ
イ
ス
ト
の
出
現
に
関
す

　
　
る
学
で
解
決
を
試
み
た
と
も
雪
口
い
得
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
へ
！
ゲ
ル
が
『
精
神
現
象
学
』
を
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
に
着
想
を
得
て
書

29

@
い
た
の
か
、
或
い
は
、
偶
然
自
分
の
考
え
を
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
の
う
ち
に
見
い
出
し
た
の
か
は
、
断
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
以
上
の
よ

22　
　
　
　
　
　
劇
と
し
て
の
『
精
神
現
象
学
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九
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@
う
に
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
を
見
る
ヘ
ー
ゲ
ル
の
思
惟
の
動
き
を
た
ど
っ
て
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
　
へ
！
ゲ
ル
そ
の
人
の
姿
が
、
『
ハ
ム
レ
ッ

　
　
ト
』
を
書
い
た
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
姿
と
重
っ
て
、
い
き
い
き
と
蘇
っ
て
く
る
の
を
、
見
る
こ
と
が
で
ぎ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

結
び
に
か
え
て

　
さ
て
、
本
稿
の
冒
頭
に
於
い
て
、
私
達
は
ヘ
ー
ゲ
ル
の
霊
が
悪
魔
か
も
知
れ
ぬ
と
疑
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
疑
い
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
霊

が
存
在
す
る
の
か
、
と
い
う
疑
い
と
し
て
は
展
開
さ
れ
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
こ
の
論
考
で
は
、
私
達
が
今
ま
で
持
っ
て
い
た
ヘ
ー
ゲ
ル

に
関
す
る
知
識
（
主
に
、
ギ
リ
シ
ャ
悲
劇
に
強
く
影
響
を
受
け
た
と
さ
れ
る
ヘ
ー
ゲ
ル
）
に
対
し
て
、
別
の
ヘ
ー
ゲ
ル
を
直
兜
畠
と
し

て
立
て
、
そ
の
叙
述
を
見
て
き
た
。
従
っ
て
、
こ
こ
に
》
コ
。
。
ぎ
ゲ
と
し
て
叙
述
さ
れ
た
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
私
達
に
と
っ
て
の
み
、
否
、
私
に

と
っ
て
の
み
、
〉
旨
。
・
δ
ぴ
で
し
か
な
い
も
の
と
言
い
得
る
。
故
に
、
そ
の
よ
う
な
ヘ
ー
ゲ
ル
像
は
、
　
｝
人
よ
が
り
な
も
の
で
し
か
な
い
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

と
い
う
非
難
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
逆
に
、
酷
な
る
ヘ
ー
ゲ
ル
、
客
観
的
な
ヘ
ー
ゲ
ル
と
い
う
も
の
が
何
処
か
に
存
在
す
る
、
な

ど
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ

　
ヘ
ー
ゲ
ル
の
目
に
映
っ
た
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
姿
も
、
決
し
て
客
観
的
と
呼
べ
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
私
の
目
に
映
っ
た
シ
ェ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

ク
ス
ピ
ア
を
見
る
ヘ
ー
ゲ
ル
の
姿
も
、
客
観
的
な
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
私
は
、
そ
れ
が
私
の
昌
に
は
っ
き
り
と
映
っ
た
ヘ
ー
ゲ
ル

の
姿
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
自
由
と
自
立
性
を
持
っ
て
、
こ
の
論
考
を
こ
こ
に
公
け
に
す
る
こ
と
を
決
断
で
き
る
の
で
あ
る
。
私
の
一
人
よ

が
り
を
一
人
よ
が
り
で
し
か
な
い
と
弁
え
る
か
ら
こ
そ
、
逆
に
そ
こ
か
ら
、
こ
の
論
考
を
他
人
の
意
見
で
は
な
く
私
の
確
信
、
腹
の
底
か

ら
信
じ
る
こ
と
と
し
て
、
こ
と
ぽ
に
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
に
互
い
に
自
分
の
確
信
を
語
り
合
う
と
こ
ろ
、
こ
と
ば
の

持
つ
不
思
議
な
力
を
信
じ
て
語
り
合
う
と
こ
ろ
に
、
知
の
共
同
体
≦
博
の
。
。
窪
。
。
。
訂
粋
が
成
立
し
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
こ

と
は
へ
：
ゲ
ル
が
直
接
に
ハ
ム
レ
ッ
ト
の
名
を
挙
げ
て
い
る
「
頭
蓋
論
」
の
検
討
な
ど
を
通
し
て
、
さ
ら
に
考
え
て
行
き
た
い
。
ま
た
、

そ
の
時
、
ガ
イ
ス
ト
の
姿
も
明
ら
か
に
な
っ
て
行
く
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
了
）
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註
　
（
初
出
の
書
名
の
後
の
（
　
）
内
は
、
以
下
の
略
称
を
示
す
。
）

（
1
）
　
「
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
完
全
移
植
と
い
う
、
世
界
文
学
に
お
い
て
も
類
の
群
れ
な
現
象
を
出
現
さ
せ
た
ド
イ
ツ
で
は
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
同
化

　
の
過
程
を
と
お
し
て
、
そ
の
精
神
史
の
真
髄
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
ま
た
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
」
（
中
西
信
太
郎
「
シ

　
ェ
千
ク
ス
ピ
ア
と
イ
ギ
リ
ス
の
文
学
精
神
」
『
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
批
評
史
研
究
』
所
収
。
）
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
に
関
し
て
言
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
、

　
「
駈
謂
力
。
ヨ
磐
け
器
9
三
9
。
。
日
の
時
代
が
前
世
紀
末
か
ら
今
世
紀
初
頭
に
か
け
て
大
体
終
っ
た
と
考
え
ら
れ
」
（
中
西
信
太
郎
「
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
解

　
釈
の
方
向
」
『
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
序
説
』
所
収
）
る
の
に
、
ド
イ
ツ
で
は
、
未
だ
ロ
マ
ン
主
義
的
な
ハ
ム
レ
ッ
ト
像
が
生
き
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
い
わ
ゆ
る
“
悩
め
る
ハ
ム
レ
ッ
ト
”
と
は
、
ゲ
ー
テ
が
、
『
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
マ
イ
ス
タ
ー
の
修
業
時
代
』
の
中
で
創
り
上
げ
た
ハ
ム
レ
ッ
ト
像
で

　
あ
る
。
（
詳
し
く
は
本
稿
ニ
ー
3
参
照
。
）
ゲ
ー
テ
自
身
は
、
『
マ
イ
ス
タ
ー
』
の
後
半
で
、
こ
の
よ
う
な
ハ
ム
レ
ッ
ト
を
批
判
す
る
の
で
あ
る
が
、

　
そ
の
批
判
は
忘
れ
ら
れ
、
ま
る
で
ヴ
ェ
ル
テ
ル
の
よ
う
に
悩
む
ハ
ム
レ
ッ
ト
が
一
人
歩
き
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
ハ

　
ム
レ
ッ
ト
像
が
強
固
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
た
め
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
ゲ
ー
テ
と
は
異
な
る
ハ
ム
レ
ッ
ト
観
は
、
全
く
顧
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

　
今
世
紀
に
入
っ
て
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
と
ヘ
ー
ゲ
ル
の
関
係
を
扱
っ
た
著
作
と
し
て
、
鎧
●
G
。
巴
黛
罫
　
憂
翻
吻
詠
寒
§
鮎
ミ
嘩
奪
鳳
ミ
黛
遵
ミ
皆
誤

　
ω
o
ユ
p
搭
ミ
》
輿
≦
o
き
踏
。
㈹
鉱
琶
伽
Q
D
。
訂
冨
。
。
℃
＄
姦
凶
＜
o
ミ
Q
竃
論
§
㌔
・
b
勘
ミ
～
§
σ
q
”
酵
。
。
σ
q
．
〈
呂
閃
●
ζ
費
ニ
ジ
頃
。
臼
げ
母
σ
Q
”
δ
お
．

　
が
あ
る
が
、
前
者
は
（
未
だ
こ
の
著
作
を
入
手
し
て
い
な
い
が
後
者
に
引
用
さ
れ
て
い
る
部
分
か
ら
察
す
る
と
）
、
　
ヘ
ー
ゲ
ル
は
「
悩
め
る
ハ
ム
レ

　
ッ
ト
」
を
理
解
し
て
い
な
い
と
い
う
主
張
を
す
る
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
ゲ
ー
テ
と
同
じ
ハ
ム
レ
ッ
ト
解
釈
を
し
て
お
り
、
結
局
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

　
ギ
リ
シ
ャ
悲
劇
と
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
悲
劇
の
間
で
、
ヘ
ー
ゲ
ル
自
身
が
悩
ん
だ
の
だ
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
「
悩
め
る
ハ
ム
レ
ッ
ト
」
と

　
い
う
前
提
に
よ
り
か
か
っ
て
、
決
し
て
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
目
に
ハ
ム
レ
ッ
ト
が
ど
の
よ
う
に
映
っ
て
い
る
か
を
見
よ
う
と
し
な
い
。
故
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル

　
の
見
た
ハ
ム
レ
ッ
ト
及
び
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
中
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
そ
の
人
の
姿
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
私
達
は
、
ま
ず
全
ゆ
る
前
提
を
疑
わ
ね

　
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
そ
れ
こ
そ
が
、
ヘ
ー
ゲ
ル
そ
の
人
の
知
の
あ
り
方
で
は
な
か
っ
た
か
。

（
2
）
　
（
　
）
内
の
数
字
は
踏
①
σ
q
①
㌍
、
》
翫
醤
。
ミ
§
o
ご
頓
龍
譜
勉
○
無
論
象
層
プ
H
ω
σ
q
・
＜
o
ロ
8
出
。
｛
｛
ヨ
鉱
ω
8
び
出
鋤
ヨ
げ
際
目
σ
q
’
ω
①
o
げ
ω
審
》
無
　
”
H
㊤
α
b
σ
●
の
べ

　
ー
ジ
数
を
示
す
。
以
下
同
じ
。

（
3
）
　
む
し
ろ
、
こ
ム
で
の
問
題
は
、
明
治
の
初
期
に
は
「
精
神
・
霊
魂
」
（
『
改
訂
増
補
哲
学
字
彙
』
明
治
一
七
年
）
と
訳
さ
れ
て
い
た
O
鉱
。
。
け
と
い

　
　
　
劇
と
し
て
の
『
精
神
現
象
学
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
一
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九
二

　
う
こ
と
ば
が
、
哲
学
の
近
代
化
ω
の
中
で
、
「
精
神
」
と
の
み
訳
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
「
霊
魂
」
な
ど
と
い
う
言
葉
は
、
哲
学
の
領
域
に
は
ふ
さ
わ

　
し
く
な
い
と
い
う
私
達
の
「
哲
学
」
に
対
す
る
態
度
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
「
霊
魂
」
と
い
う
こ
と
ば
を
復
活
す
れ
ば
よ
い

　
と
言
う
の
で
も
な
い
。
ま
ず
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
言
う
○
①
一
難
と
が
ど
の
よ
う
な
動
き
を
す
る
か
を
見
究
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
4
）
目
●
ω
け
⑦
喜
き
戸
。
。
”
b
§
§
ぎ
い
§
ミ
縣
ミ
O
§
ミ
き
蛍
ω
言
蒜
。
。
3
お
鐸
ω
「
目
P

（
5
）
　
若
き
ヘ
ー
ゲ
ル
が
レ
ッ
シ
ン
グ
に
大
き
な
影
響
を
受
け
た
こ
と
は
、
藤
田
正
勝
『
若
き
ヘ
ー
ゲ
ル
』
（
貫
文
社
、
　
一
九
八
六
年
）
の
第
一
部
に

　
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
6
）
　
ρ
国
・
ピ
①
。
。
。
・
ぎ
α
q
甲
き
，
ミ
か
§
篭
“
∪
ミ
ミ
ミ
目
窪
賞
》
信
。
。
芝
⇔
三
●
ぐ
。
ロ
国
・
国
●
切
郎
ゲ
器
び
ω
覆
＃
σ
q
笛
吋
」
琶
ミ
”
ω
●
綬
6

（
7
）
　
登
張
正
実
編
『
ヘ
ル
ダ
i
・
ゲ
ー
テ
』
中
公
、
ハ
ッ
ク
ス
、
ド
O
δ
・
喝
．
ω
O
ド

（
8
）
　
前
掲
書
、
7
ミ
．

（
9
）
　
相
良
守
峯
『
ド
イ
ツ
文
学
史
』
春
秋
社
、
同
O
刈
O
》
℃
．
卜
∂
8
．

（
1
0
）
　
ブ
ラ
ン
ク
ヴ
ァ
ー
ス
と
は
、
「
押
韻
の
な
い
聖
者
の
弱
強
度
詩
行
」
の
こ
と
。
（
宮
下
啓
三
）
こ
エ
で
は
、
レ
ッ
シ
ン
グ
の
『
賢
者
ナ
ー
タ
ン
』

　
よ
り
、
ド
イ
ツ
語
に
よ
る
例
を
見
て
お
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
9
。
『
o
ぴ

　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ノ
　
　
　
ヘ
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
U
一
〇
≦
仁
。
讐
げ
。
詳
鍵
帥
づ
器
≦
警
㊦
匂
辞
芝
①
づ
ロ
冨
o
o
ず

　
　
ノ
　
　
　
ヘ
　
　
ノ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　

　
　
¢
話
開
。
竃
μ
ヨ
ρ
象
。
⑳
o
≦
o
σ
q
o
ロ
毛
⇔
巳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Q
。
⇔
繧
謡
σ
q
・
①

　
　
尚
、
こ
の
箇
所
を
ヘ
ー
ゲ
ル
は
『
精
神
現
象
学
』
の
序
文
（
Q
。
。
。
）
に
、
形
を
か
え
て
引
用
し
て
い
る
。

（
1
1
）
　
「
断
片
」
と
は
言
え
、
一
八
○
八
年
に
興
衰
さ
れ
る
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
・
第
一
部
』
と
内
容
的
に
は
ほ
と
ん
ど
差
の
な
い
作
品
で
あ
る
。

（
1
2
）
　
S
苺
・
畔
O
o
ミ
ぎ
妄
ミ
ぎ
”
建
ミ
曾
へ
蕪
、
鉢
§
陰
曾
”
b
づ
F
刈
（
O
毛
y
口
受
σ
Q
．
炉
↓
雲
華
”
払
込
ロ
。
げ
⑦
P
お
G
。
辞
ω
●
①
①
H
》
①
鳶
．

（
1
3
）
　
ま
箆
己
ω
●
①
①
ド

（
1
4
）
　
凶
●
因
。
。
。
窃
ぎ
碧
訳
9
霜
’
、
簿
鷺
塾
員
＄
§
”
ヒ
σ
o
嵩
P
ド
。
。
膳
声
2
餌
。
臣
露
。
『
U
鍵
ヨ
鴇
巴
け
”
お
①
b
。
嚇
ω
気
・
尚
、
男
累
一
〇
〇
一
言
に
よ
れ
ば
全
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集
を
贈
ら
れ
た
の
は
、
正
確
に
は
、
一
七
八
九
年
と
す
る
方
が
正
し
い
よ
う
で
あ
る
（
芝
Φ
げ
げ
。
ω
冨
犀
窃
冨
⇔
器
－
》
器
σ
Q
p
げ
。
ぴ
⑦
器
器
雷
①
σ
Q
①
冨

　
寒
鷺
N
ら
ミ
ミ
§
k
◎
）
。

（
1
5
）
　
一
げ
己
こ
ω
の
嵜
●

（
1
6
）
　
「
恐
怖
と
同
情
」
局
霞
。
窪
億
コ
山
三
三
Φ
匡
。
こ
れ
は
、
　
レ
ッ
シ
ソ
グ
が
『
ハ
ン
ブ
ル
ク
演
劇
論
』
で
使
用
し
た
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
『
詩
学
』

　
か
ら
の
訳
語
。
と
り
わ
け
、
レ
ッ
シ
ソ
グ
は
、
閃
霞
。
ぽ
を
不
幸
と
の
連
関
か
ら
論
じ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

（
1
7
）
響
き
S
ご
鷺
置
鼓
ミ
鷺
謡
無
き
暮
§
℃
げ
誘
σ
q
．
〈
o
昌
出
●
Z
o
ゲ
測
↓
離
郎
旨
α
q
①
P
お
O
メ
乞
器
げ
砕
琴
犀
H
㊤
①
9
ω
●
卜
⊃
①
9
訳
出
に
当
っ
て

　
は
、
中
埜
肇
氏
の
も
の
を
参
照
し
た
。

（
1
8
）
　
＜
σ
q
ピ
ρ
勺
α
α
q
σ
q
巴
①
二
期
。
σ
Q
臥
蚕
畠
象
Φ
o
q
ユ
。
。
窪
ω
。
冨
↓
鎚
α
Q
ま
一
。
ぎ
寒
具
ひ
§
恥
恥
§
ミ
き
籍
§
ミ
§
o
ご
鴫
弓
懸
偽
O
禽
爵
3
ζ
自
・

　
o
ぴ
①
P
H
り
認
●

（
1
9
）
　
O
≦
‘
ω
。
卜
。
a
．
（
訳
出
に
当
っ
て
は
、
高
橋
義
孝
氏
の
も
の
を
参
照
し
た
。
）

（
2
0
）
　
譲
Φ
σ
Q
①
搾
ミ
恥
誌
馬
§
及
罎
蟄
嵩
戟
晦
象
篭
目
醤
．
（
口
ぎ
閃
話
づ
ぼ
信
答
斜
鼠
・
H
O
譲
．
ω
q
．
H
。
。
導
ω
．
G
。
0
9
（
訳
は
三
神
勲
氏
の
も
の
「
筑
摩
版

　
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
全
集
」
o
）

（
2
1
）

（
2
2
）

（
2
3
）

（
2
4
）

（
2
5
）

一
玄
傷
‘
ω
齢
ω
8
’

渉
凱
こ
ω
．
ω
8
．

告
器
6
ω
・
ω
O
ド

O
≦
己
ω
・
①
爵
・

一
七
九
五
年
、

　
第
七
・
八
巻
を
発
表
し
、

　
ゲ
ー
テ
と
ロ
マ
ン
派
の
間
は
だ
ん
だ
ん
敵
対
的
な
も
の
に
な
っ
て
い
く
。

（
2
6
）
　
第
一
幕
第
三
場
。
（
小
津
次
郎
訳
・
筑
摩
版
全
集
）

（
2
7
）
　
踏
ぐ
唄
己
b
d
P
H
ω
u
ω
．
Q
。
O
ρ

　
　
　
劇
と
し
て
の
『
精
神
現
象
学
』

『
マ
イ
ス
タ
ー
』
第
六
巻
ま
で
が
発
褒
さ
れ
た
時
、
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
は
、
こ
れ
を
絶
讃
す
る
。
し
か
し
、
翌
年
ゲ
ー
テ
が
そ
の

　
　
ハ
ム
レ
ッ
ト
を
「
病
め
る
王
子
」
と
批
判
的
に
描
く
に
至
っ
た
時
、
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
は
沈
黙
し
て
し
ま
う
。
こ
れ
以
降
、

九
三
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（
2
8
）
　
第
一
幕
第
五
場
（
三
神
申
訳
）
。
尚
、
小
田
島
雄
志
氏
に
よ
れ
ば
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
は
、
そ
の
全
集
の
中
で
「
哲
学
」
を
否
定
す
る
台
詞
を
十

　
四
回
使
用
し
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。
（
『
ぼ
く
の
シ
ェ
イ
ク
ピ
ア
遊
学
』
）
　
ヘ
ー
ゲ
ル
自
身
も
『
精
神
現
象
学
』
の
序
文
（
1
2
）
の
中
で
「
哲
学
」
を

　
否
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
注
目
し
て
よ
い
事
実
で
あ
る
。

（
2
9
）
　
喜
志
哲
雄
「
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
全
体
性
」
（
岩
波
講
座
文
学
第
4
巻
所
収
）
、
一
九
七
六
年
、
三
一
九
頁
。

（
3
0
）
　
昭
和
六
十
年
京
大
文
学
部
に
於
け
る
喜
志
教
授
の
研
究
講
義
よ
り
。
そ
の
他
、
『
マ
ク
ベ
ス
』
の
読
み
に
関
し
て
も
こ
の
講
義
に
教
え
ら
れ
る

　
所
が
多
か
っ
た
。

（
3
1
）
　
紆
ω
閃
貯
ゐ
ω
（
ω
Φ
≦
に
ご
。
房
①
ぎ
）
あ
①
言
岳
Φ
器
ω
諺
霧
8
げ
と
い
う
モ
メ
ン
ト
は
、
基
本
的
に
は
、
意
識
の
形
態
が
変
化
す
る
毎
に
現
わ
れ
る
。

　
し
か
し
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
こ
の
モ
メ
ン
ト
を
、
感
覚
的
確
信
－
知
覚
－
悟
性
の
変
化
に
於
い
て
は
強
調
し
な
い
。
緒
論
で
こ
の
モ
メ
ン
ト
を
強
調
し

　
た
後
、
ヘ
ー
ゲ
ル
が
再
び
こ
の
モ
メ
ン
ト
を
強
調
す
る
の
は
対
象
意
識
か
ら
自
己
意
識
へ
の
転
換
に
於
い
て
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
「
緒

　
論
」
が
、
「
自
己
意
識
」
の
章
あ
た
り
ま
で
を
視
野
に
入
れ
て
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
解
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（
3
2
）
　
前
掲
喜
志
論
文
、
三
二
六
頁
。

（
3
3
）
　
経
験
i
歴
史
i
劇
、
そ
し
て
「
和
解
」
に
関
し
て
は
次
の
ヘ
ー
ゲ
ル
の
叙
述
を
参
照
。

　
　
「
感
覚
的
確
信
の
デ
ィ
ア
レ
ク
テ
ィ
ー
ク
は
、
そ
の
運
動
と
い
う
単
純
な
歴
史
、
そ
の
経
験
と
い
う
歴
史
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
」
（
。
。
①
）

　
　
「
世
界
史
は
、
こ
の
よ
う
な
展
開
の
進
行
で
あ
り
、
ガ
イ
ス
ト
の
現
実
的
な
生
成
で
あ
る
、
そ
れ
も
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変
転
す
る
『
劇
』
に
於
け

　
る
生
成
で
あ
る
一
こ
れ
こ
そ
は
、
神
事
論
、
つ
ま
り
歴
史
の
う
ち
に
神
の
義
を
証
す
る
こ
と
で
あ
る
。
「
過
去
に
起
っ
た
こ
と
、
　
日
々
起
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
へ

　
と
は
、
神
無
し
に
は
起
ら
ぬ
ば
か
り
か
、
本
質
的
に
神
の
業
で
あ
る
」
と
い
う
こ
の
洞
察
の
み
が
、
ガ
イ
ス
ト
と
世
界
史
及
び
現
実
を
『
和
解
』
さ

　
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
」
（
『
』
は
引
用
者
に
よ
る
。
i
『
歴
史
哲
学
講
義
』
最
終
段
落
全
文
、
国
≦
二
b
d
μ
メ
ω
．
蟄
。
。
●
）

（
3
4
）
　
京
都
宗
教
哲
学
会
編
『
宗
教
哲
学
研
究
第
四
号
』
所
収
。
（
北
樹
出
版
、
一
九
八
七
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
筆
者
　
か
ど
わ
き
・
け
ん
　
大
谷
大
学
文
学
部
〔
宗
教
学
〕
特
別
研
修
員
）



Phdnomenologie　des　Geistes　als　das　Schauspiel

　　　　　　　Hamlet，　das　Hegel　betrachtet　hat．

von　Ken　Kadowaki

Forschungsstipendiat　an　der

philosophischen　Abteilung

der　Universittit　Otani，　Kyoto

　　“Daher　das　BewuBtsein　（Harnlet），　das　reiner　ist　als　das　leztere

（Macbeth），　das　den　Hexen　glaubt，　und　besonnener　und　grttndlicher

als　das　erstere　（Orestes），　das　der　Priester1n　und　dem　sch6nen　Gotte

traut，　auf　die　Offenbarung，　die　der　Geist　des　Vaters　selbst　ifber　das

Verbrechen，　das　ihn　mordete，　macht，　mit　der　Rache　zaudert，　und

andre　Beweise　noch　veranstaltet，一aus　dern　Grunde，　weil　dieser　offen－

barende　Geist　auch　der　Teufel　sein　k6nnte．　（Phtin．　d．　G，　PhB．　s．　514）”

　　E［egel　ist　dafUr　bekannt，　daB　sein　Gedanke　von　griechischen　Trag6dien

sehr　beeinfluest　ist．　ln　dlesern　Satz　aber　zeigt　sich，　daB　auch　Shakes－

peares　Trag6dien　filr　ihn　eine　wesentliche　Bedeutung　haben．　Besonders

ist　Hamlet　als　Character　ihm　“besonnener　und　grtindlicher”　als　das

griechische　BewuBtsein．　Warum　achtet　Hegel　Hamlet　so　hoch？

　　Zunachst　sollten　wir　wissen，　daB　Goethe，　F．　Schlegel　und　Hegel

nicht　nur　griechische，　sondern　auch　Shakespeares　Trag6dien，　besonders

Hamlet，　schtitzten．　Aber　sie　behandeln　je　von　verschiedenen　Gesicht－

kreisen　aus　Harnlet．　Goethe　und　F．　Schlegel　finden　in　ihm　die　“leidende”

sch6ne　Seele；　Hegel　stellt　dagegen　die　”zwelfelnde”　heraus，　die　auf

“freie　und　selbstljndige”　Handlung　abzielt．　Deswegen　ist　Hamlet　ihm

‘‘

b?ｓｏｎｎｅｎｅｒ岨d　grttndlicher　als　das　griechische　BewuBtse量n．

　　Indem　wlr　nun　in　dieser　Beziehung　das　Schauspiel，　Hamlet，　das

Hegel　betrachet，　und　Hegels　Phdnomenologie’e　des　Geistes　in　unser　Bet！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5



rachtungsfeld　mit　ziehen，　so　ergibt　sich，　daB　Hamlet　und　Hegel　vor

der　“Erscheinug　des　Geistes”　zaudern　und　am　erscheinenden　Wissen

zweifeln．　lm　Hamlet　fifhrt　Hamlet　sein　Zweifeln　vor　den　Zuschauern

aus；　in　Phdnomenologie　stellt　das　BewuBtsein　sein　Zweifeln　vor　“uns”

dar．　Es　prUft　eben　so　sein　Wissen　wie　Hamlet，　namllch　“zu－

sieht”　（arcoT，　ec－v）　sein　Wissen　von　Etwas　und　dieses　Etwas　selbst，　d．　h．

das　ABsich，　und　vergleicht　jenes　mit　diesem．　Aber　das　BewuBtsein　soll，

wie　Hegel　es　erklart，　in　die　Verzweifelung　geraten，　denn　dieses　Ansich

ist　in　der　Reflexion　des　BewuBtseins　nur　ftir　dieses　“an　sich”．　Gleichw－

ohl　ist　das　Fttr－es－sein　dieses　Ansich　das　Wahre．　Hiemit　kann　das

Bewuestsein　so　”frei　und　selbstandig”　handeln　wie　Hamlet．　ln　der

Handlung　stoBen　beide　auf　die　Selbstljndigkeit　ihrer　eigenen　Gegen－

S伽den　und　ko田men　durch　die　BIIdung　auf　eigene　Weisen　schlieBIich

in　die　Vers6hnug　mit　dem　Gegenstande．　Die　Bildung　des　BewuBtseins

ist　zwar　reicher　als　die　Hamlets．　Die　Struktur　von　Pha’nomenologr’e

und　Hamlet，　a1s　Shakespeares　Werk，　ist　jedoch　dieselbe．　Von　hier　aus

k6nnen　wir　einen　SchluS　ziehen，　daB　das　Ganze　selbst　in　den　beiden

Werl〈en　von　der　anftinglichen　”Erscheinug　des　Geistes”　geleitet　ist

und　damit　Hegel　denselben　Versuch，　den　Shakespeare　im　Hamlet

macht，　in　Pha’nomenolog7’e　des　Geistes　ausftthrt．
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